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令和６年和束町決算特別委員会 

 

○議長（吉田哲也君） 

 皆さん、おはようございます。 

 本日は、決算特別委員会にご参集いただき、ご苦労さまです。 

 初めての決算特別委員会でありますので、委員会条例第９条の規定によりまして、

年長の小西 啓委員に臨時委員長をお願いいたします。 

 臨時委員長と交代します。 

○臨時委員長（小西 啓君） 

 おはようございます。 

 年長の故をもちまして、私、小西 啓が臨時委員長の職務を行います。ご協力をお

願いいたします。 

 ただいまから、決算特別委員会を開会いたします。 

 岡田 勇委員から欠席の届けが出ています。 

 これより、決算特別委員長の選挙を行います。 

 委員長の選挙は、指名推選の方法により行いたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長の選挙は、指名推選の方法で行います。 

 指名は、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長の選挙は指名推選の方法で行います。 

 指名は、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 
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 異議なしと認め、村山一彦委員を委員長に指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ございませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがいまして、村山一彦委員が委員長に当選いたしました。 

 ただいま委員長に当選されました村山一彦委員から委員長就任のご挨拶をお願いい

たします。 

○委員長（村山一彦君） 

 皆さん、おはようございます。 

 就任に当たりまして一言ご挨拶を申し上げます。 

 ただいまは皆様方のご推挙によりまして決算特別委員長という大役をお受けするこ

とになりました。皆様のご協力を得まして一生懸命努めてまいりたいと思っておりま

すので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 さて、令和５年度は、令和３年９月に策定された第５次総合計画に掲げる将来像

「和の郷（さと）知の郷（さと）茶源郷和束」の実現へ向けた前期基本計画の中間年

となる３年目を迎え、総合保健福祉施設の建設、鷲峰山トンネルの開通、大阪・関西

万博の開催、文化庁の京都移転など、本町を取り巻く環境の変化を踏まえた取組を推

進するという施政方針の下で、子育て支援や道路網の充実など、茶源郷としてのまち

づくりの推進に向け六つの施策の展開方向に沿って予算編成されました。 

 そして、５年度事業が本格的にスタートし、３か月が経過しようとする最中の６月

２９日に現職の町長が出張先で不慮の事故に遇い亡くなられるという衝撃的な出来事

がありました。しかしながら、８月１３日に行われた町長選挙において馬場町長が誕

生し、残りの７か月余りを滞りなく事業執行されました。その事業執行が真に町民の

幸せにつながるのか、また来年度以降、あるいは後期基本計画にいかにつながり、い

かに生かしていくのか、これらを踏まえ、委員の皆様におかれましても活発な質疑を

行っていただきたいと思います。また、町長はじめ理事者の皆様方におかれましても、



― 3 ― 

明快なる答弁をお願いいたします。 

 ２日間お世話になりますが、スムーズな審議になりますようお願い申し上げまして、

就任に当たりましてのご挨拶とさせていただきます。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

○臨時委員長（小西 啓君） 

 委員長と交代いたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 それでは、副委員長の選挙を行います。 

 副委員長の選挙は、指名推選の方法により、私から指名したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 異議なしと認め、副委員長に畑 武志委員を指名いたします。 

 ただいまの指名にご異議ありませんか。 

 異議なしと認めます。 

 したがって、畑 武志委員が副委員長に当選されました。 

 畑 武志委員にこの旨、告知いたします。 

 これより議事に入ります。 

 本委員会に付託された認定第１号から認定第７号まで、令和５年度和束町一般会計

歳入歳出決算認定及び和束町各特別会計歳入歳出決算認定についてを一括議題といた

します。 

 提案理由については１０日の本会議で述べられましたので、最初に、令和５年度決

算審査意見書について、監査委員である小西 啓委員より報告願います。 

○監査委員（小西 啓君） 

 決算審査意見書の主立ったところを説明させていただきます。 

 委員の皆様には、先刻から決算審査意見書を配付しておりますので、読込みをして

いただいておりますと思っておりますので、その辺、よろしく理解のほどをしていた
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だきまして、よくお聞き願いたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

令和５年度決算審査意見書 

 令和５年度和束町一般会計及び６特別会計の歳入歳出決算並びに基金の運用状況に

係る審査について、和束町監査基準に準拠して審査を実施したので、次のとおり意見

を付する。 

 令和６年８月２６日 

                        和束町監査委員  大西  茂 

                           同     小西  啓 

 第１ 審査の種類 

   地方自治法第２３３条第２項の規定に基づく決算審査 

   地方自治法第２４１条第５項の規定に基づく基金運用審査 

 第２ 審査の期日 

   令和６年７月２２日、２９日、８月７日、２６日（延べ４日間） 

 第３ 審査の対象 

 １ 一般会計及び特別会計決算 

   令和５年度和束町一般会計歳入歳出決算 

   令和５年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算 

   令和５年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

   令和５年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

   令和５年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算 

   令和５年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算 

   令和５年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

 ２ 基金運用状況 

   和束町用品調達基金 
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   「くらしの資金」貸付基金 

 第４ 審査の着眼点(評価項目) 

 決算審査にあたっては、決算その他関係書類が法令に適合し、かつ正確であるかを

主眼として審査した。 

 また、基金の運用の状況を示す書類の計数が正確であり、基金の運用が確実かつ効

率的に行われているかを主眼として審査した。 

 第５ 審査の実施内容 

 この決算審査にあたっては、和束町長から提出された各会計歳入歳出決算書、歳入

歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関する調について、計数に

誤りはないか、財政運営は健全か、財産管理は適正か、さらに予算の執行にあたって

関係法令に従って効率的になされているか等に主眼をおき、関係諸帳簿及び証拠書類

と照合し、併せて関係職員の説明を求め審査を実施した。 

 また、基金運用審査にあたっては、その設置目的にそって適正に運用されているか、

計数は正確であるかなどを審査した。 

 第６ 審査の結果 

 審査に付された一般会計及び特別会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細

書、実質収支に関する調書、財産に関する調及びその他関係書類は法令に適合して作

成され、かつ正確に表示されているものと認める。 

 また、各調書の計数は歳入・歳出簿その他関係諸帳簿と符合しており、各会計の決

算内容及び予算の執行についても適正に執行されているものと認める。 

 基金運用審査については、和束町長から提出された基金の運用の状況を示す書類の

計数は正確であると認められ、基金の運用が確実かつ効率的に行われていると認める。 

 各会計及び基金の審査の結果及び意見は、次のとおりである。 

 １ 一般会計 

 （１）決算の状況 
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 令和５年度一般会計決算額は、歳入総額４２億７,６１５万６,０００円、歳出総額

は４２億１,６５８万３,０００円で、前年度と比較すると歳入では０.７％、歳出で

は０.８％の増額となった。 

 次、３ページです。 

 歳入では、前年度と比較して地方交付税が３,３８６万４,０００円、繰入金が５,

９６５万８,０００円、町債が２億１００万円それぞれ増加し、歳出では、総務費が

８,５０５万円、民生費が２億３,４０２万９,０００円、商工費が２,０４７万６,０

００円それぞれ増加した。 

 実質収支額は４,５７３万１，０００円の黒字となり、前年度より１１０万３,００

０円増加している。実質公債費比率については１０.７％となり、前年度と比較して

０.７ポイント改善しており、令和２年度をピークに減少傾向にある。しかし、これ

は地方交付税の増加によるものであり、今後、実質公債費比率が高くなることが予想

される。 

 町債現在高は令和元年度と比較すると６億３,４７２万６,０００円、１７.８％増

加している。 

 （２）歳入 

 次は５ページです。 

 ア 町税 

 収入済額の内訳は、現年度分が３億６,８８３万３,０００円、滞納繰越分が１６２

万６,０００円であり、前年度決算額３億８,１７５万７,０００円より１,１２９万８,

０００円減少している。これはコロナ関係の給付金がなくなったことと令和４年度に

増加した固定資産税の償却資産分に係る大臣配分が例年並みに戻ったこと等が影響し

ている。 

 下から２行目です。 

 町税全体の収入済額は３億７,０４５万９,０００円で、１,１２９万８,０００円の
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減少、徴収率は９６.３％で、前年度比と同率となっている。 

 ６ページです。 

 イ 使用料・負担金 

 住宅使用料の現年度分の徴収率は前年度より１.０２ポイントの減の９８.９％であ

り、令和３年度・４年度は１００.０％であったことから、なお一層の徴収に努めて

もらいたい。 

 また、学童保育料（現年）については２００万５,０００円の収入となり、徴収率

は前年度と同率の１００.０％となった。 

 ウ その他 

 地方交付税は、前年度と比較して３,３８６万４,０００円の増加となっている。町

債は７億８,１２０万円で、総合福祉施設建築工事の着工に伴い、前年度と比較して

２億１００万円の大幅な増加となっている。 

 ７ページです。 

 （３）歳出 

 中ほどです。民生費は、総合保健福祉施設整備工事が本格的に始まったこと等に伴

い、２億３,４０２万９,０００円の増加、総務費は、財政調整基金の積立てやＷａｚ

Ｃａｒの実証事業、生活支援としての燃料券の配布により、８,５０５万円の増加と

なっている。 

 ８ページです。 

 ２ 特別会計 

 （１）湯船財産区特別会計 

 当年度は臨時的な山林保育委託があったことから、決算額は、前年度と比較すると、

歳入が１６万２,０００円（２２.０％）、歳出が３３万１,０００円（７３.１％）増

加した。今後も基金残高に見合った財産区運営を続けられたい。 

 ９ページです。 
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 （２）国民健康保険特別会計 

 ①事業勘定 

 中ほどです。 

 前年度と比較すると歳入総額は４,０３４万２,０００円（５.９％）の減少、歳出

総額は１,６３１万５,０００円（２.５％）の減少となっている。 

 財政調整基金を活用され、６年度の保険料を据え置かれたことを評価する。今後と

も急激な保険料の負担とならないよう、基金を有効に活用しながら、被保険者の負担

感の軽減に努力され、悪質滞納者に対しては、被保険者資格証明書の交付を検討して

いただきたい。 

 １０ページです。 

 国民健康保険税徴収状況 

 中ほどです。 

 国民健康保険税の現年度徴収率は９８.１％で、前年度より１.３ポイント改善して

いる。滞納分の徴収率は３９.６％で、１３.６ポイント改善している。 

 １１ページです。 

 ②直営診療施設勘定 

 令和４年度から新体制で運営が開始され、１年を通じて午前・午後診療を行ったこ

とから、診療収入が８２４万６,０００円、１５.３％増加した。令和７年度から現在

建築中の健康福祉交流センター内に移転する。地域医療の確保と住民の健康づくりを

より一層推進するとともに、一般会計繰入金に依存することのない健全な財政運営を

進めていく必要がある。 

 （３）簡易水道事業特別会計 

 中ほどです。 

 前年度と比較すると歳入が１,２２５万５,０００円（５.８８％）、歳出が１,８１

２万４,０００円（８.９０％）それぞれ減少している。水道使用料の徴収率は現年度
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分で９１.４２％、過年度分で５.８％となり、現年度分は８.３９ポイント減少、過

年度分は１.３ポイント上昇している。 

 本会計は、令和６年度から公営企業会計に移行したため、出納整理期間がないこと

から、特に現年度分において徴収率が減少したものである。例年どおり出納整理期間

があったと仮定した場合の徴収率は、現年度分で９９.４７％、滞納分で５.８％とな

る。現年度分の徴収率が減少傾向にあり、今後とも負担の公平化の原則に基づき、確

実に使用料を徴収する努力を引き続きお願いしたい。 

 １２ページです。 

 （４）下水道事業特別会計 

 前年度と比較すると、歳入が７５９万８,０００円（３.１％）減少する一方、歳出

が１００万３,０００円（０.４％）増加している。 

 下水道使用料の徴収率は現年度分で９１.５５％、過年度分では３.５％となり、現

年度分は８.３７ポイント減少し、過年度分は０.５ポイント上昇した。 

 中ほどです。 

 出納整理期間があったと仮定した場合の徴収率は、現年度分で９９.５９％、滞納

分で３.４９％となる。 

 資本費平準化債を５,１５０万円発行するとともに、一般会計から基準外繰入金１,

８１７万３,０００円で運営するという非常に厳しい財政状況が続いている。 

 公営企業会計の趣旨にのっとり、下水道使用料の見直しや、下水道事業の在り方を

含めた町全体の整備方針を策定し、安定的かつ健全な経営が維持できるよう早急に検

討を進めていく必要がある。 

 １３ページです。 

 （５）介護保険特別会計 

 ①保険事業勘定 

 前年度と比較すると、歳入が１,９７２万３,０００円（２.７％）、歳出が１,９２
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１万２,０００円（２.８％）それぞれ増加した。 

 介護保険料の徴収率は、現年度分で９９.２％、過年度分では１４.３％となってい

る。令和６年度から令和８年度までの３か年間、基準月額保険料を４００円引下げ、

７,２００円とされた。今後とも健康づくり、介護予防を推進しながら給付費の抑制

に努め、地域包括ケアシステムの充実を進められたい。 

 ②介護サービス事業勘定 

 前年度と比較すると、歳入が１０万円、歳出が２万６,０００円それぞれ増加した。

歳入において居宅支援サービス計画費収入の増加が要因で、一般会計繰入金が２万４ ,

０００円、微減している。 

 （６）後期高齢者医療特別会計 

 １４ページです。 

 前年度と比較すると、歳入が３６４万７,０００円（４.６％）、歳出が３７１万６,

０００円（４.７％）それぞれ増加した。 

 後期高齢者医療保険料の徴収率は、現年度分で９９.３％、過年度分では１５.７％

となっている。 

 現年度分は０.４ポイント、過年度分は９.９ポイント改善している。この上昇傾向

を維持し、さらなる徴収率の向上に努められたい。 

 中ほどです。 

 ３ 基金の運用状況 

 （１）用品調達基金 

 本基金は、用品の取得及び管理に関する事務を円滑かつ効率的に行うことを目的と

し、総額３００万円で運用されている。 

 （２）「くらしの資金」貸付基金 

 基金総額６７０万円で運用されて、令和２年度において新型コロナウイルス感染症

の影響による経済的支援を拡充するため、３００万円を上積みしている。 
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 １５ページです。 

 ４ 総括 

 （１）決算規模 

 決算額を前年度と比較すると、歳入決算額は４５万７,０００円、歳出決算額は３,

０６４万５,０００円増加している。 

 （２）決算収支 

 一般会計及び６特別会計の決算における歳入歳出差引額は１億１,１５７万８,００

０円、実質収支額は９,７７３万６,０００円、単年度収支額は△１,６１８万５,００

０円となった。 

 一番下です。 

 （３）予算の執行状況 

 歳入は予算現額６７億７,７３２万４,０００円に対し決算額は６２億７,４４０万

１,０００円で、収入率は９２.６％となっている。歳出は決算額が６１億６,２８２

万３,０００円で執行率は９０.９％となっている。 

 １６ページ中ほどです。 

 （４）財政状況 

 経常収支比率は８５.４％となり、前年度の８４.５％より０.９ポイント悪化して

いる。 

 財政力指数は前年度と同じ０.１７８となり、依然として自主財源の割合が低く、

財源に余裕がない財政状況にある。 

 実質公債費比率は前年度比０.７ポイント減の１０.７％となり、普通交付税の増加

等により比率が好転した。しかしながら、普通交付税の増は一時的な措置に基づくも

のが大きく、数年先には減少が見込まれること、また、大規模事業による地方債の発

行に係る元利償還金が増加していくことなどから、今後悪化していくことが予想され

る。 
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 １７ページです。 

 （５）財源の確保と事業の執行 

 一般会計と特別会計の収入未済額の合計額は、６,７８４万９,０００円と年々減少

している。月例監査で徴収率の向上を指摘し、職員が徴収努力を続けてこられた結果

である。 

 不納欠損額の合計額は２３３万３,０００円で、前年度と比較すると４０万５,００

０円（１４.８％）減少している。 

 令和５年度においても前年度同様、比較的高い徴収率を維持できており、徴収努力

の成果が認められる。一方、前年度において水道使用料が改定されており、負担の公

平性や住民の信頼を確保する観点から、より一層厳格に徴収・管理を行うことが求め

られる。 

 毎年指摘してきた繰越事業が多いことについては改善が見られた。今後とも、制度

上、やむを得ない場合を除き、繰り越すことがないよう事務処理を進めてもらいたい。 

 （６）基金管理等 

 「くらしの資金」貸付基金や生活更生資金貸付金等について、分納誓約書がある借

受人や居住場所を把握している借受人などは着実に徴収を行うなど返済する人数を増

やし、メリハリをもって徴収に当たられたい。 

 （７）おわりに 

 令和５年度は、令和３年度に改訂された和束町第５次総合計画に基づき、様々な施

策に取り組みながらも全会計が黒字決算となった。令和５年度においては、健康福祉

交流センターの建設工事等を実施しながら、生活支援燃料券、価格高騰緊急支援給付

金事業など、物価高騰・価格高騰への対応も行われた。 

 また、大規模事業の多額の元利償還金の支払いに対応するため、昨年度と同程度、

減債基金に積み立てられているなど、持続可能な財政運営に向けた取組も進められて

いる。 
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 また、国民健康保険では、基金を活用し保険税を据え置かれたこと、介護保険では、

基準月額保険料が引き下げられるなど、保険財政の状況を考慮しつつも、被保険者に

寄り添った対応をされた。 

 最後に、人口減少や少子高齢化等が進む本町において、今後も税収の伸びが期待で

きない状況を踏まえ、鷲峰山トンネル開通など和束町にとって大きな変革を迎える機

会を逃がすことなく、新たな第５次総合計画を指針とした住民との協働によるまちづ

くりに遇進されるよう期待し、令和５年度決算審査の意見とさせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○委員長（村山一彦君） 

 続きまして、理事から順次説明を求めます。 

 なお、説明に当たっては決算書は款のみの数字にとどめ、決算事項別明細書につい

ては特に重要なもののみとし、簡潔明瞭に説明願います。 

 それでは、理事から順次説明願います。 

○理事兼会計管理者兼会計課長（岡田博之君） 

 おはようございます。 

 それでは、私のほうから、主要な施策の成果の説明書について説明をさせていただ

きます。 

 地方自治法第２３３条第５項の規定に基づき、令和５年度決算に係る主要な施策の

成果を説明する書類を次のとおり提出する。 

令 和 ６ 年 ９ 月 １ ０ 日 

和束町長  馬場 正実 

 １．総括 

 令和５年度は、長期化するウクライナ侵攻や記録的な円安の影響で原油価格の高騰、

物価高騰が続き、住民生活へ大きな影響を及ぼしました。そのような状況のなか、国

からの交付金等を活用し、住民生活を守るための給付金事業等を展開したことに加え、
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総合保健福祉施設整備工事の着工、コロナ引き下げに伴う観光需要の回復に備えた施

策など、和束町第５次総合計画に基づく事業を展開してきたところです。 

 （１）子どもから高齢者まで全ての住民が健やかに暮らせる郷 

 原油価格高騰や物価高騰による生活支援のため、価格高騰支援商品券事業や生活支

援燃料券事業等を実施するとともに、保育料や給食費、医療費、修学旅行費の無償化

を継続させるなど、住民ひとりひとりが暮らしやすいまちづくりに努めてまいりまし

た。 

 （２）生きる力を育む教育と生涯にわたった学びの郷 

 和束町の歴史と伝統を次世代に伝えるため茶畑景観資産などの文化遺産登録を目指

すとともに、学校教育の充実、スポーツ振興を通じて、これからの和束町を担う子ど

もたちの育成に取り組み、大阪・関西万博開催に乗じた魅力発信事業も展開してまい

りました。 

 （３）自然と共生し、安心・安全な郷 

 災害に強いまちづくりを目指し河川浚渫事業などの実施や荒廃地整備による森林保

全を推進するとともに、安心安全で安定的な水道供給に努め、併せて下水道事業や合

併浄化槽設置事業、生ゴミの堆肥化事業の推進等により衛生環境向上にも努めてまい

りました。 

 （４）お茶観光を軸とした交流の郷 

 鷲峰山トンネル開通による観光需要の高まりを見据え、宇治茶の主産地としての地

域特性を活かした和束茶ブランドの確立や特産品開発の推進、道の駅を模したオープ

ンエアミュージアム計画の推進などによるお茶と観光が融合したまちづくりを推進す

るとともに、石寺景観資産へのアクセス拠点として石寺景観展望施設の整備を進めて

まいりました。 

 （５）快適で美しい環境の郷 

 祝橋・石寺橋整備事業をはじめとする道路整備の推進や、茶源郷乗合交通生活お届
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け事業（ＷａｚＣａｒ）の実証実験によりバス路線縮小後の新たな地域公共交通シス

テムの充実を目指すとともに、移住者支援施策の充実による人口減少対策事業にも取

り組んでまいりました。 

 （６）住民と行政のパートナーシップによる郷 

 自主財源の安定的な確保のため、ふるさと納税の増額を目指し、本町の魅力を活か

した返礼品の開拓・見直しを実施するとともに、相楽東部地域での共同事業による広

域行政の推進にも努めてまいりました。 

 以上のような事業を進め、令和５年度一般会計他６特別会計の決算は、歳入６２億

７,４４０万１,０００円、歳出６１億６,２８２万３,０００円、歳入歳出差引額１億

１,１５７万８,０００円の黒字となりました。 

 ２．歳入の概要 

 一般会計総額の対前年度比は、３,００８万８,０００円（０.７％）の増額になり

ました。 

 歳入の内訳については、以下のとおりです。 

 主なもののみ説明させていただきたいと思います。 

 単位は、千円・％でございます。 

 町税、令和５年度決算額３億７,０４５万９,０００円、対前年度増減、金額につき

ましては、△１,１２９万８,０００円、３.０％の減少となっております。 

 次に、地方交付税、令和５年度決算額２０億４,８７７万６,０００円、対前年度増

減３,３８６万４,０００円の増、１.７％の増となっております。これにつきまして

は、普通交付税におけます臨時経済対策費の増というものが主な要因でございます。 

 次に、分担金及び負担金、令和５年度決算額６,１７３万３,０００円、△４８６万

７,０００円、７.３％の減少となっております。これにつきましては、相楽東部広域

連合への負担金の減少によるものでございます。 

 次に、国庫支出金、令和５年度決算額３億７,３７４万４,０００円、△２億６１５
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万円、３５.５％の減少となりました。これにつきましては、橋梁の完成、またコロ

ナ対応地方創生交付金の減少によるものでございます。 

 次に、府支出金、令和５年度決算額が１億７,２６６万６,０００円、△２,２７３

万９,０００円、１１.６％の減少となっております。こちらにつきましては、地域密

着型サービス等の補助金の減少によるものでございます。 

 次に、繰入金でございますが、令和５年度決算額１億６,３７６万１,０００円、５,

９６５万８,０００円の増、５７.３％の伸びとなっております。こちらにつきまして

は、総合保健福祉施設整備事業に係ります財政調整基金、地域福祉基金の繰入金の増

額に伴うものでございます。 

 次に、諸収入でございます。令和５年度決算額６,１７８万円、△３,２１８万７,

０００円、３４.３％の減少となっております。こちらにつきましては、建物災害共

済保険料の減少に伴うものでございます。 

 次に、町債、令和５年度決算額７億８,１２０万円、２億１００万円の増、３４.

６％の伸びとなっております。こちらにつきましては、過疎対策事業債の借入金の増

額に伴うものでございます。 

 合計でございますが、令和５年度決算額につきましては４２億７,６１５万６,００

０円、対前年度増減３,００８万８,０００円、０.７％の伸びとなっているところで

ございます。 

 次に、３．歳出の概要。 

 一般会計の歳出総額の対前年度比は、３,３４８万８,０００円（０.８％）の増額

となりました。 

 歳出の内訳については、以下のとおりです。 

 対前年度増減の大きい費目の主な内容を説明させていただきたいと思います。 

 （１）目的別 

 単位につきましては、千円・％でございます。 
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 総務費、令和５年度決算額９億８,００４万７,０００円、８,５０５万円の増、９.

５％の伸びとなっております。こちらにつきましては、財政調整基金積立金、茶源郷

乗合交通生活お届け事業、路線バス運行維持補助金、生活支援燃料券事業、また昨年

度は町長及び町議会議員選挙がございましたので、その費用の増加に伴うものでござ

います。 

 次に、民生費でございます。令和５年度決算額１４億３,２１５万８,０００円、２

億３,４０２万９,０００円、１９.５％の伸びとなっております。こちらにつきまし

ては、監査委員の意見書でもございましたように、総合保健福祉施設の建設工事に係

る部分でございます。 

 次に、衛生費でございます。令和５年度決算額４億３,６０９万２,０００円、△４,

４１２万円、９.２％の減少となっております。こちらにつきましては、新型コロナ

ワクチン接種事業、簡易水道事業特別会計繰出金、水道料金軽減事業、また相楽東部

広域連合負担金、ごみ処理分の減少に伴うものでございます。 

 次に、商工費でございます。令和５年度決算額１億３,６１３万４,０００円、２,

０４７万６,０００円の増、１７.７％の伸びとなっております。こちらにつきまして

は、石寺景観前駐車場整備工事が主な要因でございます。 

 次に、土木費でございます。令和５年度決算額２億８,４３５万６,０００円、△２

億６,６６１万円、４８.４％の減少となっております。こちらにつきましては、祝橋

整備事業の完成、また町営住宅改修事業の完成、河川浚渫事業の減額に伴うものでご

ざいます。 

 次に、災害復旧費、令和５年度決算額２,２４７万円、１,５８４万２,０００円、

２３９.０％の伸びとなっております。こちらにつきましては、農業用施設災害復旧

事業、道路橋りょう災害復旧事業、河川災害復旧事業の増に伴うものでございます。 

 目的別の歳出の合計でございますが、令和５年度決算額４２億１,６５８万３,００

０円、３,３４８万８,０００円、０.８％の伸びとなりました。 
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 次に、（２）性質別でございます。 

 こちらにつきましても、対前年度増減の大きい費目の主な内容を説明させていただ

きたいと思います。 

 まず、維持補修費でございます。令和５年度決算額２,６９５万１,０００円、△２,

６５１万４,０００円、４９.６％の減少となっております。こちらにつきましては、

河川浚渫事業、道路維持補修事業の減少に伴うものでございます。 

 次に、扶助費、令和５年度決算額２億３,９１９万６,０００円、２,６０５万３,０

００円、１２.２％の伸びとなっております。こちらにつきましては、価格高騰緊急

支援給付金事業の増加に伴うものでございます。 

 次に、普通建設事業費、令和５年度決算額９億８,７３５万３,０００円、１億２,

２２７万７,０００円、１４.１％の伸びとなっております。こちらにつきましては、

総合保健福祉施設整備工事、町道中溝学校線改良工事の実施に伴う増が主な要因でご

ざいます。 

 次に、積立金、令和５年度決算額３億７,２８７万１,０００円、△６,０６１万８,

０００円、１４.０％の減となっているところでございます。こちらにつきましては、

地域福祉基金積立金の減少によるものでございます。 

 次に、繰出金、令和５年度決算額４億８０２万７,０００円、△３,１１８万８,０

００円、７.１％の減少となっているところでございます。こちらにつきましては、

簡易水道事業特別会計繰出金、下水道事業特別会計繰出金の減額等に伴うものでござ

います。 

 性質別合計でございますが、目的別と同様に、令和５年度決算額につきましては４

２億１,６５８万３,０００円、対前年度増減につきましても３,３４８万８,０００円、

０.８％の増加となっているところでございます。 

 ４ページをお願いしたいと思います。 

 ４．特別会計 
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 ６特別会計の令和５年度決算総額は、歳入１９億９,８２４万５,０００円、歳出１

９億４,６２４万円で、前年度と比較すると、歳入では△２,９６３万１,０００円

（△１.５％）の減、歳出では△２８４万３,０００円（△０.１％）の減となりまし

た。 

 ６特別会計の決算状況は、以下のとおりでございます。 

 特別会計につきましては、お目通しいただきますようよろしくお願いいたします。 

 次に、５．主な施策、こちらにつきましても主なものの説明とさせていただきます

ので、よろしくお願いします。 

 事項、決算額の順に説明申し上げます。 

 Ⅰ 子どもから高齢者までの全ての住民が健やかに暮らせる郷、令和５年度決算額

でございますが、１４億６,６９９万２,０００円、この中で人権尊重社会の形成２,

５４９万円の決算額でございます。主な事業につきましては、人権ふれあいセンター

運営事業２,４２０万円でございます。 

 次に、地域福祉の推進、令和５年度決算額１億３,２１６万２,０００円。主な事業

でございますが、社協職員設置事業１,８３５万４,０００円、生活支援燃料券事業１,

６４９万９,０００円、茶源郷和束生活応援商品券事業１,９３１万５,０００円、価

格高騰支援商品券事業１,９７３万８,０００円、価格高騰緊急支援給付事業１,６７

１万８,０００円、価格高騰緊急支援給付（追加分）事業でございますが、３,８０２

万８,０００円が主な事業でございます。 

 次に、保健・医療体制の充実、令和５年度決算額７億８,３７８万円。 

 主な事業でございますが、総合保健福祉施設整備事業６億６,５５４万９,０００円、

国民健康保険特別会計事業勘定繰出金４,０７５万６,０００円、国民健康保険特別会

計直営診療施設勘定繰出金２,３６０万円、山城病院組合負担金２,６４７万４,００

０円が主な事業でございます。 

 次に、子育て支援の充実ということで、令和５年度決算額１億７,９５６万３,００
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０円。 

 主な事業でございますが、保育所運営事業１億１６８万２,０００円、児童手当給

付事業２,５８３万４,０００円、福祉医療（ひとり親・子育て支援）事業１,１１５

万２,０００円が主な事業でございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 高齢者対策の充実、令和５年度決算額２億２,１８１万７,０００円。 

 主な事業でございますが、介護保険特別会計保険事業勘定繰出金１億４３７万５,

０００円、後期高齢者医療特別会計繰出金２,７１７万５,０００円、後期高齢者療養

給付事業７,１０７万６,０００円、以上が主な事業でございます。 

 次に、障がい者支援の充実、令和５年度決算額１億２,４１８万円。 

 主な事業につきましては、障害者自立支援給付事業１億７４１万円でございます。 

 Ⅱ 生きる力を育む教育と生涯にわたった学びの郷、令和５年度決算額２億４３２

万４,０００円。 

 学校教育の充実といたしまして、令和５年度決算額１億８,６０２万７,０００円、

こちらにつきましては、相楽東部広域連合負担金（教育費分）でございます。 

 １０ページをお願いいたします。 

 生涯学習の充実、令和５年度決算額５１６万４,０００円。 

 主な事業でございますが、海洋センター管理事業３９８万８,０００円でございま

す。 

 国内外の交流と国際化への対応、令和５年度決算額９０４万９,０００円。 

 主な事業でございますが、農・観連携コミュニティ創生事業６００万円、大阪・関

西万博きょうとの力創出・発信事業３０４万９,０００円。 

 歴史文化の保全と継承、令和５年度決算額４０８万４,０００円 

 主な事業でございますが、文化的景観保護推進事業２０６万５,０００円、文化庁

京都移転文化創造・発信事業２０１万９,０００円でございます。 
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 Ⅲ 自然と共生し、安心・安全な郷、令和５年度決算額５億５,４０７万８,０００

円。 

 防災・防犯体制の充実といたしまして、令和５年度決算額が１億８,９７８万４,０

００円。 

 主な事業でございますが、相楽中部消防組合負担金１億４,４６３万５,０００円、

消防団員活動事業３,９７５万９,０００円。 

 次に、河川環境の整備、令和５年度決算額６２０万４,０００円、河川浚渫事業で

ございます。 

 上・下水道の整備、令和５年度決算額２億１,０５７万５,０００円。 

 主な事業につきましては、簡易水道事業特別会計繰出金８,７８６万５,０００円、

下水道事業特別会計繰出金１億２,１３０万円が主な事業でございます。 

 森林保全と治山・治水、令和５年度決算額１,１３０万５,０００円。 

 主な事業でございますが、１２ページをお願いいたします。 

 豊かな森を育てる府民税交付金事業２３１万８,０００円、森林経営管理事業５８

６万円でございます。 

 環境と共生した生活スタイルの確立、令和５年度決算額１億３,６２１万円。 

 主な事業でございますが、じん芥処理費９,５３６万６,０００円、し尿処理費２,

７６５万円。 

 Ⅳ お茶観光を軸とした交流の郷、令和５年度決算額１億３,７１２万８,０００円。 

 農林業の振興、令和５年度決算額３,１２９万円。 

 主な事業でございますが、農業次世代人材投資資金給付事業６３８万６,０００円、

中山間地域等直接支払交付事業３８２万８,０００円、共同製茶等省力化推進事業３

４４万２,０００円。１４ページをお願いいたします。和束茶ブランド確立事業４０

８万１,０００円が主な事業でございます。 

 活力を生み出す商工業の振興、令和５年度決算額１,６２６万円。 
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 主な事業でございますが、商工会助成５００万円、和束町雇用促進事業８５７万円。 

 波及効果を高める観光・交流産業の展開、令和５年度決算額８,１３６万４,０００

円でございます。 

 主な事業につきましては、観光案内所管理運営事業４７０万４,０００円、交流ス

テーション農産物直売所管理事業３０２万７,０００円、石寺景観前駐車場整備事業

６,１５５万９,０００円、大阪・関西万博きょうとの力創出・発信事業１９９万９,

０００円。 

 新たな産業の創出、令和５年度決算額８２１万４,０００円でございます。 

 主な事業につきましては、空き家活用による新ビジネス創生事業２４８万８,００

０円、１６ページになりますが、和束茶産特産品開発事業４２０万円が主な事業でご

ざいます。 

 Ⅴ 快適で美しい環境の郷、令和５年度決算額３億２,５６２万１,０００円。 

 移住・定住促進と快適な住環境の整備、令和５年度決算額が６,１８３万４,０００

円。 

 主な事業でございますが、地域おこし協力隊事業１,０９６万１,０００円、住宅管

理事業３,２１７万７,０００円、共同浴場運営事業１,３８９万円でございます。 

 道路網の整備、令和５年度決算額１億９,３７１万１,０００円。 

 主な事業でございますが、祝橋整備事業８,７９４万１,０００円、石寺橋整備事業

１,８４６万４,０００円、橋りょう長寿命化修繕事業１,２２９万円、町道撰原下島

線拡幅改良事業４,８０４万８,０００円、町道中溝学校線改良事業１,７４６万３,０

００円でございます。 

 公共交通システムの充実、令和５年度決算額５,９４１万２,０００円。 

 主な事業でございますが、路線バス対策事業３,５３０万６,０００円、１８ページ

をお願いいたします。茶源郷乗合交通生活お届け事業２,２９８万８,０００円でござ

います。 
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 公園・緑地の整備、令和５年度決算額１,０６６万４,０００円。 

 主な事業につきましては、和束運動公園管理事業８５３万８,０００円、湯船森林

公園管理事業１９９万６,０００円でございます。 

 Ⅵ 住民と行政のパートナーシップによる郷、令和５年度決算額１億２,２２５万

５,０００円。 

 住民参画のまちづくり、令和５年度決算額１４万２,０００円、和束町協働のまち

づくり補助金でございます。 

 情報システムの強化と公開の推進、令和５年度決算額７,３４６万円。 

 主な事業でございますが、茶源郷行政情報配信システム事業８５５万５,０００円、

電子計算費事業６,３３９万８,０００円でございます。 

 効率的・効果的な行財政運営、令和５年度決算額２,３３８万４,０００円。 

 主な事業でございますが、ふるさと応援寄附金事業６７０万９,０００円、戸籍電

子化事業１,１８５万９,０００円でございます。 

 広域行政の推進、令和５年度決算額２,５２６万９,０００円。 

 主な事業でございますが、相楽東部広域連合負担金２,１２１万６,０００円、京都

地方税機構負担金３１０万９,０００円。 

 以上でございます。 

 それでは、引き続きまして、令和５年度歳入歳出決算に係ります議案の説明をさせ

ていただきたいと思います。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 認定第１号 

令和５年度和束町一般会計歳入歳出決算認定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和５年度和束町一般会計歳入歳出決

算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

                          令 和 ６ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 



― 24 ― 

                          和束町長   馬場 正実 

 令和５年度歳入歳出決算書をよろしくお願いいたします。 

 一般会計につきましては１ページからでございます。 

 令和５年度和束町一般会計歳入歳出決算書 

 まず、歳入でございます。 

 単位につきましては、円でございます。 

 朗読により説明をさせていただきます。 

 款、予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額の順に説明を申し上げ

ます。 

 １款町税、３億６,３９２万３,０００円、３億８,４８４万５,５１８円、３億７,

０４５万８,９１０円、１５０万３,２１３円、１,２８８万３,３９５円。 

 ２款地方譲与税、３,７２８万１,０００円、調定額・収入済額につきましては同額

でございます。 

 ３款利子割交付金、１２万８,０００円、調定額・収入済額同額でございます。 

 ４款配当割交付金、３１６万４,０００円、調定額・収入済額同額でございます。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金、３２２万円、調定額・収入済額同額でございます。 

 ６款法人事業税交付金、６８９万１,０００円、調定額・収入済額同額でございま

す。 

 ７款地方消費税交付金、７,７２０万８,０００円、調定額・収入済額同額でござい

ます。 

 ８款ゴルフ場利用税交付金１,０６２万７,０００円、１,０６２万７,９９９円、収

入済額につきましては同額でございます。 

 ９款環境性能割交付金、５８９万６,０００円、調定額５８９万６,７８１円、収入

済額につきましては同額でございます。 

 １０款地方特例交付金、４８万７,０００円、調定額・収入済額同額でございます。 
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 １１款地方交付税、２０億１,８５１万３,０００円、２０億４,８７７万６,０００

円、収入済額につきましては同額でございます。 

 １２款交通安全対策特別交付金、予算現額・調定額・収入済額につきましてはゼロ

でございます。 

 ３ページ、４ページをお願いいたします。 

 １３款分担金及び負担金、６,３３８万２,０００円、６,２２８万６,７０４円、６,

２１６万８,２０４円、０円、１１万８,５００円。 

 １４款使用料及び手数料、２,６９２万６,０００円、４,１６０万６,３８５円、２,

６９６万３,３９７円、０円、１,４６４万２,９８８円。 

 １５款国庫支出金、４億５,５６２万１,０００円、３億７,３７４万４,５６４円、

収入済額につきましては同額でございます。 

 １６款府支出金、１億７,７７４万９,０００円、１億７,２６６万５,５２６円、収

入済額につきましては同額でございます。 

 １７款財産収入、６４万３,０００円、６３万７,５５６円、収入済額につきまして

は同額でございます。 

 １８款寄付金、４５２万６,０００円、調定額・収入済額同額でございます。 

 １９款繰入金、２億１,２０８万１,０００円、１億６,３７６万６７８円、収入済

額につきましては同額でございます。 

 ２０款繰越金、６,２９７万３,０００円、６,２９７万３,４３６円、収入済額につ

きましては同額でございます。 

 ２１款諸収入、６,３３２万１,０００円、６,９７２万８,４８２円、６,３３７万

８,２６０円、０円、６３５万２２２円。 

 ５ページ、６ページをお願いいたします。 

 ２２款町債、１１億７,０３０万円、７億８,１２０万円、収入済額同額でございま

す。 
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 歳入合計、４７億６,４８６万円、４３億１,１６５万４,６２９円、４２億７,６１

５万６,３１１円、１５０万３,２１３円、３,３９９万５,１０５円でございます。 

 ７ページ、８ページをお願いいたします。 

 次に、歳出でございます。 

 こちらにつきましても、款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に説

明申し上げます。 

 １款議会費、５,１８３万３,０００円、５,１７０万５,１４４円、０円、１２万７,

８５６円。 

 ２款総務費、９億８,８２９万５,０００円、９億８,００４万６,８５５円、４９１

万９,０００円、３３２万９,１４５円。 

 ３款民生費、１８億３,２９４万２,０００円、１４億３,２１５万７,６９９円、３

億９,８６５万４,０００円、２１３万３０１円。 

 ４款衛生費、４億３,６３９万８,０００円、４億３,６０９万１,８１０円、８万円、

２２万６,１９０円。 

 ５款農林業費、１億２,００３万６,０００円、１億１,９７０万６,９６１円、０円、

３２万９,０３９円。 

 ６款商工費、１億３,６３９万５,０００円、１億３,６１３万４,１４６円、０円、

２６万８５４円。 

 ７款土木費、３億８,９２０万６,０００円、２億８,４３５万５,４２７円、９,５

６８万３,０００円、９１６万７,５７３円。 

 ８款消防費、１億９,９１７万９,０００円、１億９,１０４万７,２２６円、７５４

万１,０００円、５９万７７４円。 

 ９款教育費、１億８,６０２万７,０００円、１億８,６０２万７,０００円、０円、

０円。 

 １０款災害復旧費、４,３２５万４,０００円、２,２４６万９,８８９円、１,９９
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４万３,０００円、８４万１,１１１円。 

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 １１款公債費、３億７,６８４万２,０００円、３億７,６８４万４６３円、０円、

１,５３７円。 

 １２款諸支出金、１,０００円、３８４円、０円、６１６円。 

 １３款予備費、４４５万２,０００円、０円、０円、４４５万２,０００円。 

 歳出合計、４７億６,４８６万円、４２億１,６５８万３,００４円、５億２,６８２

万円、２,１４５万６,９９６円。 

 歳入歳出差引残額５,９５７万３,３０７円。 

 令和６年９月１０日提出、京都府和束町長 馬場正実 

 以上でございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 会議の途中ですが、ただいまから１０時５０分まで休憩といたします。 

休憩（午前１０時３８分～午前１０時５０分） 

○委員長（村山一彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 理事。 

○理事兼会計管理者兼会計課長（岡田博之君） 

 それでは、続きまして、認定第２号をよろしくお願いいたします。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

  認定第２号 

      令和５年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算認定に 

      ついて 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和５年度和束町湯船財産区特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 
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                          令 和 ６ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                          和束町長   馬場 正実 

 それでは、令和５年度歳入歳出決算書、１１ページ、１２ページをお願いいたしま

す。 

 令和５年度和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算書、単位は円でございます。 

 まず、歳入でございますが、款、予算現額、調定額、収入済額の順に説明申し上げ

ます。 

 １款財産収入、１,０００円、１１５円、１１５円。 

 ３款繰入金、４２万９,０００円、４２万９,０００円、４２万９,０００円。 

 ４款繰越金、２８万３,０００円、２８万３,９７４円、２８万３,９７４円。 

 ５款諸収入、１８万７,０００円、１８万６,０２７円、１８万６,０２７円。 

 歳入合計、９０万円、８９万９,１１６円、８９万９,１１６円。 

 １３ページ、１４ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。 

 歳出につきましても、款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に説明

申し上げます。 

 １款管理会費、１万５,０００円、１万５,０００円、０円、０円。 

 ２款総務費、７９万２,０００円、７６万９,０４９円、０円、２万２,９５１円。 

 ４款予備費、９万３,０００円、０円、０円、９万３,０００円。 

 歳出合計、９０万円、７８万４,０４９円、０円、１１万５,９５１円。 

 歳入歳出差引残額１１万５,０６７円。 

 令和６年９月１０日提出、京都府和束町長 馬場正実 

 次に、認定第３号を説明させていただきます。 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

  認定第３号 
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      令和５年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 

      について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和５度和束町国民健康保険特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

                          令 和 ６ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                          和束町長   馬場 正実 

 決算書のほうをよろしくお願いいたします。１５ページ、１６ページでございます。 

 令和５年度和束町国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算書 

 単位は円でございます。 

 款、予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額の順に説明申し上げま

す。 

 １款国民健康保険税、９,７８３万２,０００円、１億１,１６６万７,５７８円、１

億２９５万３,５２８円、５９万５,５００円、８１１万８,５５０円。 

 ２款使用料及び手数料、５万３,０００円、５万７,２００円、５万７,２００円。 

 ３款国庫支出金、２万５,０００円、２万５,０００円、２万５,０００円。 

 ４款府支出金、４億５,９７２万５,０００円、４億５,９７２万５,０００円、４億

５,９７２万５,０００円。 

 ５款財産収入、２万６,０００円、２万６,０２６円、２万６,０２６円。 

 ６款繰入金、４,０７５万５,０００円、４,０７５万５,８４０円、４,０７５万５,

８４０円。 

 ７款繰越金、３,４１９万３,０００円、３,４４４万５,４９６円、３,４４４万５,

４９６円。 

 ８款諸収入、８９万１,０００円、８９万９,４０８円、８９万３,５７７円、０円、

５,８３１円。 

 歳入合計、６億３,３５０万円、６億４,７６０万１,５４８円、６億３,８８８万１,
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６６７円、５９万５,５００円、８１２万４,３８１円。 

 １７ページ、１８ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。 

 款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に説明申し上げます。 

 １款総務費、３１６万３,０００円、３０６万４,９９４円、０円、９万８,００６

円。 

 ２款保険給付費、４億２,９３９万９,０００円、４億２,９３９万７９５円、０円、

８,２０５円。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、１億３,６３４万９,０００円、１億３,６３４万

７,２９１円、０円、１,７０９円。 

 ４款共同事業拠出金、１,０００円、３９円、０円、９６１円。 

 ６款保健事業費、１,０９２万９,０００円、１,０７６万１,６６７円、０円、１６

万７,３３３円。 

 ７款基金積立金、４,７７２万７,０００円、４,７７２万６,０２６円、０円、９７

４円。 

 ８款公債費、０円、０円、０円、０円でございます。 

 ９款諸支出金、１１７万８,０００円、１１７万２,８００円、０円、５,２００円。 

 １０款予備費、４７５万４,０００円、０円、０円、４７５万４,０００円。 

 １９ページ、２０ページをお願いいたします。 

 歳出合計、６億３,３５０万円、６億２,８４６万３,６１２円、０円、５０３万６,

３８８円。 

 歳入歳出差引残額１,０４１万８,０５５円。 

 令和６年９月１０日提出、京都府和束町長 馬場正実 

 続きまして、決算書の２１ページ、２２ページをお願いいたします。 

 令和５年度和束町国民健康保険特別会計（直診勘定）歳入歳出決算書でございます。 
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 歳入 

 単位は円でございます。 

 款、予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額の順に説明申し上げま

す。 

 １款診療収入、６,０８４万８,０００円、６,２２０万２,４７３円、６,２１９万

９,８８３円、０円、２,５９０円。 

 ２款使用料及び手数料、６２万円、７０万７,０６０円、７０万７,０６０円。 

 ４款府支出金、６万５,０００円、６万５,０００円、６万５,０００円でございま

す。 

 ５款支払基金交付金、４２万９,０００円、４２万９,０００円、４２万９,０００

円。 

 ６款繰越金、２７８万１,０００円、２７８万１,６６２円、２７８万１,６６２円。 

 ７款繰入金、２,３６０万円、２,３６０万円、２,３６０万円。 

 ８款財産収入、１,０００円、３円、３円。 

 ９款諸収入、６９５万６,０００円、７０４万３,８０６円、７０４万３,８０６円。 

 歳入合計、９,５３０万円、９,６８２万９,００４円、９,６８２万６,４１４円、

０円、２,５９０円。 

 ２３ページ、２４ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。 

 款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に説明申し上げます。 

 １款総務費、６,５７３万４,０００円、６,５１７万３,１９３円、０円、５６万８

０７円。 

 ２款医業費、２,９３３万２,０００円、２,９２４万６,２９２円、０円、８万５,

７０８円。 

 ３款公債費、０円、０円、０円、０円でございます。 
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 ５款予備費、２３万４,０００円、０円、０円、２３万４,０００円。 

 歳出合計、９，５３０万円、９,４４１万９,４８５円、０円、８８万５１５円。 

 歳入歳出差引残額２４０万６,９２９円。 

 令和６年９月１０日提出、京都府和束町長 馬場正実 

 議案書のほうをよろしくいたします。 

 続きまして、認定第４号でございます。 

 認定第４号 

      令和５年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定 

      について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和５年度和束町簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

                          令 和 ６ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                          和束町長   馬場 正実 

 決算書のほうをよろしくお願いいたします。 

 決算書の２５ページ、２６ページをお願いしたいと思います。 

 令和５年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算書 

 歳入でございます。 

 単位は円。 

 款、予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額の順に説明申し上げま

す。 

 １款使用料及び手数料、１億６２２万円、１億１,００８万１円、９,０９８万５,

３３９円、０円、１,９０９万４,６６２円。 

 ２款分担金及び負担金、６６３万４,０００円、５６６万６１１円、５６６万６１

１円。 

 ３款国庫支出金、０円、０円、０円でございます。 
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 ５款財産収入、１,０００円、１２８円、１２８円。 

 ６款繰入金、８,７８６万５,０００円、８,７８６万５,０００円、８,７８６万５,

０００円。 

 ７款繰越金、４５３万９,０００円、４５３万９,２６５円、４５３万９,２６５円。 

 ８款諸収入、３４万１,０００円、４１６万７,８１３円、４４万８５円、０円、３

７２万７,７２８円。 

 ９款町債、６５０万円、６５０万円、６５０万円でございます。 

 歳入合計、２億１,２１０万円、２億１,８８１万２,８１８円、１億９,５９９万４

２８円、０円、２,２８２万２,３９０円。 

 ２７ページ、２８ページをお願いいたします。 

 続いて、歳出でございます。 

 款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に説明申し上げます。 

 １款総務費、７,０２４万５,０００円、４,５８５万９,９２１円、０円、２,４３

８万５,０７９円。 

 ２款施設費、５００万円、４０２万６,０００円、０円、９７万４,０００円。 

 ３款公債費、１億３,０８０万４,０００円、１億３,０６９万６,１３０円、０円、

１０万７,８７０円。 

 ４款基金積立金、５００万１,０００円、５００万１２８円、０円、８７２円。 

 ５款諸支出金、５万円、０円、０円、５万円。 

 ６款予備費、１００万円、０円、０円、１００万円。 

 歳出合計、２億１,２１０万円、１億８,５５８万２,１７９円、０円、２,６５１万

７,８２１円。 

 歳入歳出差引残額１,０４０万８,２４９円。 

 なお、歳入歳出差引残額は、簡易水道事業について、地方公営企業法が適用された

ことに伴い、同法の規定による特別会計へ引き継いだ。 
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 また、収入未済額及び不用額は、同法の適用に伴う打切決算による令和５年度に属

する未収金及び未払金を含んでいる。 

 令和６年９月１０日提出、京都府和束町長 馬場正実 

 それでは、議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 続きまして、認定第５号でございます。 

  認定第５号 

      令和５年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定に 

      ついて 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和５年度和束町下水道事業特別会計

歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

                          令 和 ６ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                          和束町長   馬場 正実 

 それでは、決算書の２９ページ、３０ページをお願いします。 

 令和５年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算書 

 単位は円でございます。 

 まず、歳入でございますが、款、予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入

未済額の順に説明申し上げます。 

 １款分担金及び負担金、１,１９９万７,０００円、１,１９３万７,１３３円、１,

１３３万７,１３３円、０円、６０万円。 

 ２款使用料及び手数料、３,２３２万１,０００円、３,５２９万８,５２０円、２,

７１４万３,６５８円、０円、８１５万４,８６２円。 

 ３款国庫支出金、７５０万円、７５０万円、７５０万円。 

 ５款繰入金、１億２,１３０万円、１億２,１３０万円、１億２,１３０万円。 

 ６款繰越金、１,１８４万５,０００円、１,１８４万５,１４３円、１,１８４万５,

１４３円。 
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 ７款諸収入、１,０００円、２５０円、２５０円。 

 ８款町債、５,８００万円、５,８００万円、５,８００万円。 

 歳入合計、２億４,２９６万４,０００円、２億４,５８８万１,０４６円、２億３,

７１２万６,１８４円、０円、８７５万４,８６２円。 

 ３１ページ、３２ページをお願いします。 

 続きまして、歳出でございます。 

 款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に説明申し上げます。 

 １款総務費、３,６６６万８,０００円，３,５４６万４,３７９円、０円、１２０万

３,６２１円。 

 ２款管理費、５,１４２万４,０００円、４,３８２万４,０４５円、０円、７５９万

９,９５５円。 

 ３款諸支出金、３万円、０円、０円、３万円でございます。 

 ４款公債費、１億５,４６１万１,０００円、１億５,４５９万３,６８５円、０円、

１万７,３１５円。 

 ５款予備費、２３万１,０００円、０円、０円、２３万１,０００円。 

 歳出合計、２億４,２９６万４,０００円、２億３,３８８万２,１０９円、０円、９

０８万１,８９１円。 

 歳入歳出差引残額３２４万４,０７５円。 

 なお、歳入歳出差引残額は、下水道事業について、地方公営企業法が適用されたこ

とに伴い、同法の規定による特別会計へ引き継いだ。 

 また、収入未済額及び不用額は、同法の適用に伴う打切決算による令和５年度に属

する未収金及び未払金を含んでいる。 

令和６年９月１０日提出、京都府和束町長 馬場正実 

 議案書のほうをよろしくお願いいたします。 

 認定第６号でございます。 
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  認定第６号 

      令和５年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ 

      いて 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和５年度和束町介護保険特別会計歳

入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 

                          令 和 ６ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                          和束町長   馬場 正実 

 決算書のほうをよろしくお願いします。決算書の３３ページ、３４ページでござい

ます。 

 令和５年度和束町介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算書 

 単位は円でございます。 

 まず、歳入でございます。 

 款、予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額の順に説明申し上げま

す。 

 １款保険料、１億４,３８４万７,０００円、１億４,８０３万９,８８０円、１億４,

４５２万１,３５０円、２３万４,３６０円、３２８万４,１７０円。 

 ２款使用料及び手数料、全て０円でございます。 

 ３款国庫支出金、１億７,６６６万５,０００円、１億７,７６６万６,６０５円、１

億７,７６６万６,６０５円。 

 ４款支払基金交付金、１億８,３１５万６,０００円、１億８,３１５万６,０００円、

１億８,３１５万６,０００円。 

 ５款府支出金、１億４８４万６,０００円、１億４８４万６,８８０円、１億４８４

万６,８８０円。 

 ６款財産収入、１,０００円、５０２円、５０２円。 

 ７款繰入金、１億４３７万５,０００円、１億４３７万５,２６９円、１億４３７万
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５,２６９円。 

 ８款諸収入、７万９,０００円、７万８,３４９円、７万８,３４９円。 

 ９款繰越金、２,４１３万１,０００円、２,４１３万１,０５４円、２,４１３万１,

０５４円。 

 歳入合計、７億３,８１０万円、７億４,２２９万４,５３９円、７億３,８７７万６,

００９円、２３万４,３６０円、３２８万４,１７０円。 

 ３５ページ、３６ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。 

 款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に説明申し上げます。 

 １款総務費、９３１万４,０００円、９３０万３,９８９円、０円、１万１１円。 

 ２款保険給付費、６億６,９１０万６,０００円、６億４,５４１万３,６０６円、０

円、２,３６９万２,３９４円。 

 ４款地域支援事業費、３,１１４万円、３,０９３万６,０１８円、０円、２０万３,

９８２円。 

 ５款基金積立金、１,００３万９,０００円、１,００３万８,５０２円、０円、４９

８円。 

 ６款公債費、０円、０円、０円でございます。 

 ７款諸支出金、１,８５０万円、１,８４４万２,３７６円、０円、５万７,６２４円。 

 ８款予備費、１,０００円、０円、０円、１,０００円。 

 歳出合計、７億３,８１０万円、７億１,４１３万４,４９１円、０円、２,３９６万

５,５０９円。 

 歳入歳出差引残額２,４６４万１,５１８円。 

令和６年９月１０日提出、京都府和束町長 馬場正実 

 ３７ページ、３８ページをお願いいたします。 

 令和５年度和束町介護保険特別会計（サービス事業勘定）歳入歳出決算書 
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 単位は円でございます。 

 歳入でございます。 

 款、予算現額、調定額、収入済額の順に説明申し上げます。 

 １款サービス収入、３７７万１,０００円、３７７万１,４８０円。 

 ２款繰入金、２９５万６,０００円、２９５万６,０００円。 

 ３款繰越金、１７万３,０００円、１７万３,６０６円、１７万３,６０６円。 

 歳入合計、６９０万円、６９０万１,０８６円、６９０万１,０８６円でございます。 

 ３９ページ、４０ページをお願いいたします。 

 続きまして、歳出でございます。 

 款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に説明申し上げます。 

 １款総務費、５７１万８,０００円、５６７万５,７２５円、０円、４万２,２７５

円。 

 ２款事業費、１０８万２,０００円、９７万７,４２０円、０円、１０万４,５８０

円。 

 ３款予備費、１０万円、０円、０円、１０万円でございます。 

 歳出合計、６９０万円、６６５万３,１４５円、０円、２４万６,８５５円。 

 歳入歳出差引残額２４万７,９４１円。 

 令和６年９月１０日提出、京都府和束町長 馬場正実 

 それでは、議案書のほうをよろしくお願いしたいと思います。 

 認定第７号でございます。 

  認定第７号 

      令和５年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認 

      定について 

 地方自治法第２３３条第３項の規定により、令和５年度和束町後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算を、別紙監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。 
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                          令 和 ６ 年 ９ 月 １ ０ 日 提 出 

                          和束町長   馬場 正実 

 決算書のほうをよろしくお願いいたします。４１ページ、４２ページでございます。 

 令和５年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書 

 単位は円でございます。 

 歳入でございますが、款、予算現額、調定額、収入済額、不納欠損額、収入未済額

の順に説明申し上げます。 

 １款保険料、５,１８８万５,０００円、５,４１３万３１９円、５,２０２万７,９

４５円、０円、２１０万２,３７４円。 

 ２款使用料及び手数料、０円、０円、０円でございます。 

 ３款繰入金、２,７１７万５,０００円、２,７１７万４,５６６円、２,７１７万４,

５６６円。 

 ４款繰越金、５９万２,０００円、５９万２,２８６円、５９万２,２８６円。 

 ５款諸収入、３０４万８,０００円、３０４万８,８４３円、３０４万８,８４３円。 

 歳入合計、８,２７０万円、８,４９４万６,０１４円、８,２８４万３,６４０円、

０円、２１０万２,３７４円。 

 ４３ページ、４４ページをお願いいたします。 

 歳出 

 款、予算現額、支出済額、翌年度繰越額、不用額の順に説明申し上げます。 

 １款総務費、６３万５,０００円、５９万７,８５８円、０円、３万７,１４２円。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、７,６７８万４,０００円、７,６７８万３,１

４６円、０円、８５４円。 

 ３款保健事業費、４９３万５,０００円、４８９万５,６０２円、０円、３万９,３

９８円。 

 ４款諸支出金、４万５,０００円、４万４,５５６円、０円、４４４円。 



― 40 ― 

 ５款予備費、３０万１,０００円、０円、０円、３０万１,０００円。 

 歳出合計、８,２７０万円、８,２３２万１,１６２円、０円、３７万８,８３８円。 

 歳入歳出差引残額５２万２,４７８円。 

 令和６年９月１０日提出、京都府和束町長 馬場正実 

 私のほうからは以上でございます。 

 なお、一般会計及び６特別会計の事項別明細につきましては、担当課長のほうから

説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

○６番（岡本正意君） 

 委員長、お願いがあるんですが。 

○委員長（村山一彦君） 

 はい。 

○６番（岡本正意君） 

 ただいま理事のほうから丁寧な各事業についての説明をしていただきました。今後、

いわゆる各課長から事項別明細に基づく説明があると思いますけれども、かなり詳細

に説明を既にいただいておりますので、極力重複せずに簡潔に説明をいただくように

ぜひお願いしておきたいというふうに思いますので、議員の審議時間をしっかりと保

障していただきたいと思いますので、その辺りを重々理解いただいて説明のほうをよ

ろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（村山一彦君） 

 今、岡本委員のほうから意見がございましたが、まず各課長、その辺を十分考えて

説明のほうをお願いしたいと思います。 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 おはようございます。 
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 それでは、私のほうから、令和５年度歳入歳出決算事項別明細書によりご説明をさ

せていただきます。 

 一般会計でございます。 

 事項別明細書の１ページ、２ページをお願いいたします。 

 単位は円でございます。 

 主なもののみ説明をさせていただきます。 

 １款町税、１項町民税、１目個人、収入済額が１億２,２７８万２,５９２円。内訳

でございますが、均等割で５８３万８,６８５円、所得割で１億１,６９４万３,９０

７円となっております。 

 同款、同項、２目法人でございます。収入済額２,５８１万８,３００円、均等割が

１,０４１万２,０００円、法人税割が１,５４０万６,３００円でございます。 

 同款、２項固定資産税、１目固定資産税、収入済額が１億７,９２８万８,８０４円

でございます。主なものといたしましては、１節現年課税分１億７,８５６万７００

円。内訳といたしましては、土地４,６５５万８,２００円、家屋７,３７０万６,５０

０円、償却資産５,８２９万６,０００円でございます。 

 同款、３項軽自動車税、２目種別割でございます。収入済額が２,１０４万３,２０

０円。主な内訳でございますが、１節現年課税分２,０９３万１,２００円でございま

す。 

 同款、４項市町村たばこ税、１目市町村たばこ税、収入済額が１,９１０万１,２４

６円でございます。 

 ２款地方譲与税、２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税、収入済額が２,

０６９万１,０００円となっております。 

 ５ページ、６ページをお願いいたします。 

 １１款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税、収入済額が２０億４,８７

７万６,０００円。内訳といたしましては、普通交付税で１８億３,７１３万３,００
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０円、特別交付税で２億１,１６４万３,０００円の収入でございます。 

 ７ページ、８ページをお願いいたします。 

 １３款分担金及び負担金、２項負担金、１目総務費負担金、収入済額が５,８３６

万５,４２０円でございます。こちらの収入でございますが、相楽東部広域連合職員

人件費負担金５,３８９万９４１円、京都地方税機構派遣職員人件費負担金４４７万

４,４７９円でございます。 

 １４款使用料及び手数料、１項使用料、５目土木使用料、収入済額１,０４０万７,

３３４円。主な内訳でございますが、２節住宅使用料７８６万１,６２４円、町営住

宅使用料として７０１万８,０００円が主な内容でございます。 

 ９ページ、１０ページをお願いいたします。 

 １５款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金、収入済額が８,１０

１万１,６９９円でございます。主な内容でございますが、１節社会福祉費負担金で

６,２５９万８,０３３円。主な内訳といたしましては、障害者自立支援給付費負担金

５,０７０万円、また５４節児童手当国庫負担金で収入済額が１,８５０万３,６６６

円となっております。 

 同款、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金でございます。収入済額が４,３９

２万５,３９２円、１１ページ、１２ページをお願いいたします。内訳といたしまし

ては、１節総務管理費補助金、収入済額が３,９２９万８,４９２円。 

 主な内容でございますが、地方創生推進交付金（公共交通充実事業）８８６万２,

６９７円、またコロナ対応地方創生臨時交付金（生活支援燃料券）で１,５６５万６,

８４７円となっております。 

 同款、同項、２目民生費国庫補助金、収入済額が６,４７７万８,６０４円でござい

ます。内訳といたしましては、１節社会福祉費補助金５,５９９万４,４５４円。 

 主なものでございますが、コロナ対応地方創生臨時交付金（低所得者世帯支援給付

金）１,６７１万８,６１４円、また物価高騰対応地方創生臨時交付金（価格高騰緊急
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支援給付・追加分）で３,８００万３,８４０円となっております。 

 次のページをお願いいたします。 

 １６款府支出金、１項府負担金、１目民生費府負担金、収入済額が６,６１７万７,

３６３円でございます。１節社会福祉費負担金４,５２９万７,５２３円の収入済額で

ございます。内訳といたしましては、国保基盤安定負担金１,５６８万８,４６９円、

障害者自立支援給付費負担金で２,６４７万３,３０１円が主なものでございます。 

 １５ページ、１６ページをお願いいたします。 

 同款、同項、２目民生費府補助金で、収入済額が３,３０８万１,０９４円。 

 １節社会福祉費補助金で２,１９１万８,０１９円。主なものといたしましては、隣

保館運営等事業費補助金で６８１万１,０００円、きょうと連携交付金（総合保健福

祉施設整備事業）で３６９万８,０００円が主なものでございます。 

 また、２節児童福祉費補助金で１,１１６万３,０７５円の収入済額でございます。

主なものでございますが、福祉医療給付（子育て支援）で３４０万６,０００円、ま

た子ども・子育て支援給付金で４９１万６,０００円を歳入させていただいておりま

す。 

 １７ページ、１８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目農林業費府補助金で、収入済額が２,５６２万１,５９３円。 

 主な内訳でございますが、１節農業費補助金で２,３１０万７,６６８円。このうち

共同製茶等省力化推進事業補助金で３４４万２,０００円、農業次世代人材投資資金

で６３７万５,０００円、きょうと連携交付金で地域循環型農業推進事業４１９万円

が主なものでございます。 

 １９ページ、２０ページをお願いいたします。 

 同款、３項委託金、１目総務費委託金、３節選挙費委託金になりますが、４４１万

６,１９３円、こちらにつきましては、京都府議会議員選挙委託金で歳入をさせてい

ただいております。 
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 ２１、２２ページをお願いいたします。 

 １９款繰入金、２項基金繰入金、２目減債基金繰入金でございます。収入済額が５ ,

９８７万円。こちらにつきましては、減債基金繰入金となっております。 

 また、同款、同項、５４目地域福祉基金繰入金、収入済額が７,０８４万８,０００

円で、こちらにつきましては、総合福祉施設整備事業に係る繰入金ということでござ

います。 

 ２０款繰越金、２３ページ、２４ページをお願いいたします。１項繰越金、１目繰

越金、収入済額６,２９７万３,４３６円。内訳でございますが、１節前年度繰越金と

いうことで、純繰越金が４,４６２万８,４３６円、事業繰越金で１,８３４万５,００

０円の歳入でございます。 

 続きまして、２１款諸収入、４項雑入、１目雑入でございます。収入済額６,２９

４万３,７５２円。主な内容でございますが、２節雑入で５,７７９万４,７５２円、

このうち雇用促進協議会事務負担金が８５３万６,４５５円、建物共済保険料３,０３

９万５,１３０円が主な歳入でございます。 

 ２５、２６ページをお願いいたします。 

 ２２款町債、１項町債、１目総務債、収入済額が４,８５０万円でございます。主

なものといたしましては、過疎対策事業債（路線バス維持管理事業）の３,５１０万

円でございます。 

 同款、同項、２目民生債、こちらにつきましては、収入済額が５億７,３１０万円

ということでございます。主な内訳でございますが、１節社会福祉債ということで、

過疎対策事業債（総合保健福祉施設整備事業）５億６,８６０万円が主な内容でござ

います。 

 また、同款、同項、６目土木債でございますが、収入済額が７,７５０万円。この

うち１節道路橋りょう債で収入済額が７,３５０万円でございます。主な内容でござ

いますが、過疎対策事業債（祝橋整備事業）に３,６００万円、同じく、町道撰原下
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島線拡幅改良事業に１,７８０万円でございます。 

 同款、同項、７目消防債、収入済額が１,２５０万円で、内容といたしましては、

緊急防災・減災事業債（小型ポンプ付き積載軽自動車事業）でございます。 

 同款、同項、８目商工債、収入済額が５,８００万円、１節商工債で過疎対策事業

債（石寺景観前駐車場整備）でございます。 

 ２７、２８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、１０目臨時財政対策債、収入済額が９３０万円となっております。 

 以上、歳入合計でございますが、収入済額が４２億７,６１５万６,３１１円となっ

ております。 

 以上が歳入でございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後１時３０分まで休憩します。 

休憩（午前１１時３５分～午後１時３０分） 

○委員長（村山一彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 それでは、午前中に引き続き、令和５年度歳入歳出決算事項別明細書に基づき、ご

説明を続けさせていただきます。 

 ２９ページ、３０ページをお願いいたします。 

 歳出のご説明とさせていただきます。 

 歳出につきましては、款、項、目、支出済額を事業ごとに説明をさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

 １款議会費、１項議会費、１目議会費、支出済額５,１７０万５,１４４円。主な支

出でございますが、議会議員の人件費で３,３３６万２,３６８円、また議会職員人件



― 46 ― 

費で１,５６２万４,２８２円を支出しているところでございます。 

 続いて、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費でございます。３億７,５

９２万２,７１６円。主な内容でございますが、３１ページ、３２ページをお願いい

たします。 

 事業の特別職人件費として２,８６９万８,１０３円の支出、一般職員人件費で１億

４,０８３万９,７１３円の支出、また一般管理諸経費といたしまして４,４０１万６,

７０２円の支出をさせていただいておるところでございます。その中で主なものでご

ざいますが、需用費で７１２万７,９４９円、３３ページ、３４ページをお願いいた

します。委託料でございますが、２,１０９万７,９８９円、このうち情報セキュリテ

ィポリシー改定等支援業務委託料で７９３万１,０００円の支出をしているところで

ございます。また、事業の電子計算費で６,３３９万８,１４１円を支出しており、主

な内容でございますが、委託料で２,８３８万１,０９６円、３５ページ、３６ページ

をお願いいたします。このうちネットワークシステム構築委託料で１,６８７万７,９

６０円、また負担金補助及び交付金といたしまして、京都府町村会情報センター負担

金として１,９６８万５,３４０円を支出しております。 

 次に、一般職員人件費でございますが、広域連合分といたしまして５,３８８万９,

７４１円を支出しているところでございます。 

 ３７ページ、３８ページをお願いいたします。 

 事業名でございますが、相楽東部広域連合事業費といたしまして２,１１３万９,０

００円を支出しているところでございます。 

 同款、同項、２目企画費、支出済額４,４２０万３,９５０円、このうち主な事業で

ございますが、地域おこし協力隊事業費で１,０９６万９５７円の支出、３９、４０

ページをお願いいたします。和束町文化的景観調査事業費として３１３万１,１５０

円の支出、また移住・定住促進事業費といたしまして４８０万６,１２０円を支出し

ているところでございます。 
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 ４３、４４ページをお願いいたします。 

 同款、同項、３目文書広報費でございます。支出済額１,０７８万５４２円。主な

事業でございますが、茶源郷行政情報配信システム維持管理事業で８５５万５,２８

３円の支出でございます。このうち委託料といたしまして、行政情報配信システム保

守業務委託料といたしまして３１６万８,０００円を支出しているところでございま

す。 

 ４７ページ、４８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、７目財産管理費、支出済額３億６,１８９万８,４５１円。 

 主な支出でございますが、事業の基金積立金３億５,８４５万４,９４２円、このう

ち減債基金積立金といたしまして３億３,３７７万３,４１８円を支出させていただい

ているところでございます。 

 同款、同項、９目自治振興費、支出済額４８６万２,８６４円。主なものでござい

ますが、事業名で町葬実施事業といたしまして３９１万２,８６４円の支出をしてい

るところでございます。主なものといたしましては、委託料で会場設営等委託料３０

０万８,５００円を支出しているところでございます。 

 ４９ページ、５０ページをお願いいたします。 

 同款、同項、１２目交通対策費、支出済額５,９７５万３,２１７円で、主な内容で

ございますが、事業といたしまして、路線バス対策諸経費として３,６１７万５,４４

３円、このうち路線バス運行維持補助金といたしまして３,５３０万６,０７３円を支

出しているところでございます。事業名、茶源郷乗合交通生活お届け事業といたしま

して、総額で２,２９８万７,６５４円支出しているところでございます。 

 同款、同項、１３目諸費でございます。支出済額１,４６７万７,００８円、こちら

につきましては、国・府返還金ということでございます。 

 ５１、５２ページをお願いいたします。 

 同款、２項徴税費、１目税務総務費でございます。支出済額２,８３２万７,４０２
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円で、主な支出につきましては、（事業）一般職員人件費といたしまして２,１６６

万１,６６８円が主な支出となっております。 

 ５３、５４ページをお願いいたします。 

 同款、３項戸籍住民登録費、１目戸籍住民登録費でございます。支出済額９６５万

２,９９６円で、主な支出内容でございますが、一般職員の人件費で４１３万４,７３

１円、また事業で個人番号カード交付事務事業費といたしまして３３４万２,３６５

円を支出しており、併せまして、コンビニ交付サービス事業費といたしまして１４７

万３,８２１円を支出させていただいているところでございます。 

 ５５ページ、５６ページをお願いいたします。 

 同款、４項選挙費、５目京都府議会議員選挙費ということで、支出済額４３９万２ ,

５２３円、このうち主な支出でございますが、５７ページ、５８ページをお願いいた

す。事業といたしまして、京都府議会議員選挙事務諸経費として３０８万３,４１９

円を支出しているところでございます。 

 同款、同項、６目町長選挙費、支出済額８９３万２,４６９円で、主な支出でござ

いますが、（事業）町長選挙事務諸経費といたしまして７６８万１,１６５円を支出

させていただいているところでございます。 

 ５９、６０ページをお願いいたします。 

 同款、同項、７目町議会議員選挙費でございます。支出済額１,０００万６,８３１

円で、こちらにつきましては、町議会議員選挙事務諸経費で８７８万３,９９７円を

支出させていただいているところでございます。 

 ６３ページ、６４ページをお願いいたします。 

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費でございます。支出済額９億３ ,

５９０万７,１４４円でございます。主な支出でございますが、一般職員人件費とい

たしまして７,７９１万２,０００円の支出、６５ページ、６６ページをお願いいたし

ます。また、社協職員設置事業費といたしまして１,８３５万４,０００円を支出して
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おります。 

 下のほうへ下がっていただきまして、（事業）国保事業勘定繰出金事業費で繰出金、

国保基盤安定等繰出金といたしまして４,０７５万５,８４０円を支出しているところ

でございます。 

 （事業）身障福祉事業費２３１万２５４円、このうち６７ページ、６８ページにな

りますが、委託料といたしまして障害者福祉計画策定委託料ということで１０８万４ ,

０００円の支出をしているところでございます。 

 また、（事業）障害者自立支援給付事業で１億７４０万９,４７７円のうち扶助費

の障害者自立支援といたしまして１億５８２万５,７４６円の支出をしているところ

でございます。 

 ６９ページ、７０ページをお願いいたします。 

 （事業）総合保健福祉施設整備事業といたしまして６億６,５５４万９,０６９円を

支出しており、そのうち委託料といたしまして７８７万４,９００円の支出、また工

事請負費の総合保健福祉施設整備工事に６億４,４６０万円を支出しているところで

ございます。 

 ７３ページ、７４ページをお願いいたします。 

 同款、同項、６目人権ふれあいセンター費でございます。支出済額２,５１０万４,

７９８円で、主なものといたしましては、一般職員人件費として２,１３０万７,３８

７円の支出。 

 ７５、７６ページをお願いいたします。 

 （事業）人権ふれあいセンター諸経費といたしまして２８９万２,０６１円を支出

しているところでございます。 

 ７７、７８ページをお願いいたします。 

 同款、同項、１３目価格高騰緊急支援給付事業でございます。支出済額５,４７４

万６,３５７円で、主な支出といたしましては、価格高騰緊急支援給付事業の価格高
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騰緊急支援給付金ということでございまして、１,６３８万円と追加分といたしまし

て３,７７３万円を支出させていただいているところでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 同款、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費でございます。支出済額１億８,２２

１万８,２４１円でございます。支出の内訳でございますが、一般職員人件費といた

しまして３６９万７,０６７円の支出。事業といたしまして、児童手当給付事業費と

いたしまして２,５８３万３,５００円の支出、また事業でございますが、福祉医療

（ひとり親・子育て支援）事業費といたしまして１,１１５万２,２３７円を支出して

いるところでございます。 

 ８１ページ、８２ページをお願いします。 

 同款、同項、３目保育所費でございます。支出済額１億１９２万６,９５１円でご

ざいます。主な内訳でございますが、和束保育園人件費で７,１６６万３,６７３円の

支出、８３ページ、８４ページをお願いいたします。保育所諸経費といたしまして３ ,

００１万７,９２２円、このうち会計年度任用職員の報酬といたしまして１,３３５万

９,５７６円を支出しているところでございます。 

 ８５、８６ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目いきいきこども館費、支出済額１,０５５万６,２０５円、こちら

につきましては、いきいきこども館運営諸経費と同額でございますが、このうち会計

年度任用職員の報酬といたしまして７１３万６,９４８円を支出させていただいてい

るところでございます。 

 同款、同項、５目放課後児童対策費で、支出済額９８８万６,８１２円、こちらも

同額でございますが、８７、８８ページをお願いいたします。内訳といたしましては、

会計年度任用職員の報酬に７３８万６,８０８円を支出させていただいているところ

でございます。 

 同款、同項、６目子育て支援事業費でございます。１,０２４万１,８３０円で、主
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な支出でございますが、子育て支援センター人件費として９９７万９,６２０円を支

出しているところでございます。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費でございます。支出済額５,４

３７万２,４９２円、事業一般職員人件費で３８５万７,９６０円、８９、９０ページ

をお願いいたします。事業といたしまして保健事業諸経費として２,６７６万４,５３

２円、この支出のうち負担金補助及び交付金で山城病院組合負担金といたしまして２ ,

６４７万４,０００円でございます。また、国保直診勘定特別会計繰出金といたしま

して２,３６０円を支出しているところでございます。 

 同款、同項、２目予防費、支出済額２,７４０万１,２８０円。主な内訳といたしま

しては、予防諸経費といたしまして１,７７３万９,０７６円、このうち委託料といた

しまして、がん診査等検診委託料で８３８万８,４０４円、予防接種等委託料といた

しまして６９２万５,６５２円を支出しているところでございます。 

 また、事業でございますが、新型コロナウイルスワクチン接種事業費といたしまし

て９６６万２,２０４円の支出をしているところでございます。 

 ９１ページ、９２ページをお願いいたします。 

 同款、同項、４目環境衛生費で、支出済額２億１,２５６万６１７円。主な内訳と

いたしましては、９３、９４ページになりますけども、繰出金といたしまして簡易水

道事業特別会計繰出金といたしまして８,７８６万５,０００円、また下水道特別会計

繰出金といたしまして１億２,１３０万円をそれぞれ支出しているところでございま

す。 

 同款、同項、５目共同浴場費でございます。支出済額１,３８９万３８７円で、主

な支出でございますが、需用費といたしまして７６９万３,５６７円の支出、委託料

で５７０万２,２５０円を支出しているところでございます。 

 同款、２項清掃費、１目じん芥処理費でございます。支出済額９,５３６万６,１７

４円、（事業）じん芥処理諸経費の連合への分担金でございますが、９,４７２万４,
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０００円が主な支出となっております。 

 ９５、９６ページをお願いいたします。 

 同款、同項、２目し尿処理費でございます。支出済額２,９４３万８７５円で、主

な支出といたしましては、こちらも相楽広域行政組合分担金（し尿処理）といたしま

して１,９４３万２,０００円、同じく、組合の負担金といたしましてし尿券売捌とし

て８１０万４,７０４円を支出しているところでございます。 

 ５款農林業費、１項農業費、９７ページ、９８ページをお願いします。２目農業総

務費、支出済額３,５２７万９,０６４円でございます。主な支出につきましては、一

般職員人件費として３,４０１万４,３８２円の支出をしているところでございます。 

 同款、同項、３目農業振興費でございます。支出済額２,４０７万４,２１４円でご

ざいます。主な内訳でございますが、事業といたしまして中山間地域等直接支払交付

事業費、１枚めくっていただきまして、中山間地域等直接支払補助金といたしまして

３７７万４,０９６円の支出。事業でございますが、環境保全型農業直接支払交付金

事業の環境保全型農業直接支払交付金に１９７万８,８００円の支払い、また地域循

環型農業推進事業委託料といたしまして９２０万円の支出、併せまして、農業次世代

人材投資資金給付事業負担金といたしまして６３７万５,０００円を支出させていた

だいているところでございます。 

 同款、同項、４目茶業振興費、支出済額１,８７８万７,５１４円。主な内訳でござ

いますが、農業振興対策諸経費の１０１ページ、１０２ページでございますが、負担

金補助及び交付金といたしまして、出品茶推進委員会補助といたしまして２００万円、

地域ブランド育成支援事業補助金に１５０万円、続いて、共同製茶等省力化推進事業

補助金に３４４万２,０００円、また地域ブランド確立事業委託料に４０８万１,００

０円、和束茶産特産品開発事業委託料といたしまして４２０万円、また事業名でござ

いますが、大阪・関西万博きょうとの力創出・発信事業の委託料といたしまして茶源

郷和束・オープンエアミュージアムの企画設計委託料といたしまして１９９万８,８
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００円をそれぞれ支出しているところでございます。 

 １０３ページ、１０４ページをお願いいたします。 

 同款、２項、２目林業振興費、支出済額２,４０５万３,３８８円。主な支出でござ

いますが、１０５、１０６ページをお願いいたします。こちらにつきましては、豊か

な森を育てる府民税交付金事業委託料といたしまして２３１万７,７００円の支出、

豊かな森を育てる基金積立金といたしまして９７２万８,１８７円の支出でございま

す。 

 また、事業名でございますが、森林経営管理事業の委託料で森林経営管理事業業務

委託料といたしまして５８５万９,８１０円を支出しているところでございます。 

 ６款商工費、１項商工費、１目商工振興費、支出済額５,５７１万６,７０４円でご

ざいます。主なものでございますが、商工振興諸経費の１０７ページ、１０８ページ

になりますが、負担金補助及び交付金といたしまして１,６４５万５,０００円の支出、

このうち商工会助成金で５００万円、また和束町雇用促進協議会負担金といたしまし

て８５７万円の支出、また事業名でございますが、茶源郷和束生活応援商品券補助金

１,８１４万８,７２０円の支出、併せまして、価格高騰支援商品券補助金といたしま

して１,８５６万６,３６０円の支出をさせていただいております。 

 同款、同項、２目観光費、支出済額８,０４１万７,４４２円で、主なものでござい

ますが、観光諸経費といたしまして３５０万６,９３９円を支出しているところでご

ざいます。 

 １０９ページ、１１０ページをお願いいたします。 

 事業名でございますが、農・観連携コミュニティ創生事業費、委託料といたしまし

て６００万円を支出させていただいております。 

 また、（事業）グリーンスローモビリティ周遊観光事業費に２２７万３,５４３円

の支出でございます。 

 また、（事業）石寺景観前駐車場整備事業といたしまして６,１５５万９,１６３円
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を支出しており、委託料といたしまして工事施工監理業務委託料に４８４万円、工事

請負費といたしまして１１１ページ、１１２ページになりますが、石寺景観駐車場仮

設工事に３４９万９,１００円、そして石寺景観前駐車場整備工事に５,３１９万６,

０００円を支出しているところでございます。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費でございます。支出済額３,３２２

万９,６１９円で、主な内容でございますが、一般職員人件費として２,５９０万８,

９１０円を支出させていただいております。また、土木管理諸経費といたしまして７

２９万８,１２６円、このうち会計年度任用職員の報酬といたしまして４４７万９,２

５６円の支出をしているところでございます。 

 同款、２項道路橋りょう費、１１３ページ、１１４ページをお願いいたします。２

目道路維持費でございます。支出済額１,９８３万２,１６８円、こちらにつきまして

は、道路維持補修費といたしまして１,８４６万４,３７２円、このうち委託料といた

しまして測量設計業務委託料４４９万４,６００円、また工事請負費の町道維持修繕

工事といたしまして１,０７０万２,０１０円を支出しているところでございます。 

 同款、同項、３目道路新設改良費でございます。支出済額１億８,４２０万６,０３

８円。主な内訳でございますが、事業といたしまして祝橋整備事業に８,７９４万１,

５９５円。こちらの主な内容でございますが、１１５ページ、１１６ページをお願い

いたします。工事請負費で６,９４３万８,８４２円、また補償金といたしまして１,

３４９万４,８００円を支出しております。 

 また、（事業）石寺橋整備事業の工事請負費といたしまして１,６７３万１５０円

の支出、（事業）町道撰原下島線拡幅改良事業の工事請負費といたしまして４,６６

１万９,６００円の支出、（事業）町道中溝学校線改良事業の測量設計業務委託料と

いたしまして１,６９７万４,１００円を支出しているところでございます。 

 １１７ページ、１１８ページをお願いいたします。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費でございます。支出済額１億４,４６３
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万５,０００円、こちらにつきましては、相楽中部消防組合負担金といたしまして同

額を支出させていただいているところでございます。 

 同款、同項、２目非常備消防費でございます。支出済額３,９７５万９,３７８円。

非常備消防人件費といたしまして７３０万８,０００円の支出、非常備消防諸経費と

いたしまして３,２４５万１,３７８円を支出しており、このうち退職報償金といたし

まして５１４万９,０００円支出させていただいているところでございます。１１９

ページ、１２０ページでございますが、備品購入費といたしまして、小型動力ポンプ

付積載軽消防自動車等で１,２５７万３,０００円を支出させていただいているところ

でございます。 

 １２１ページ、１２２ページをお願いいたします。 

 ９款教育費、１項教育総務費、１目教育委員会費でございます。支出済額１億８,

６０２万７,０００円、こちらにつきましては、相楽東部広域連合負担金といたしま

して同額を支出させていただいているところでございます。 

 １０款災害復旧費、１項農林業施設災害復旧費、１目農業用施設災害復旧費、支出

済額８３１万７,９４７円でございます。主なものでございますが、農業用施設災害

復旧事業（補助・現年）の工事請負費で、農業用施設災害復旧工事費６００万６,５

００円を支出しているところでございます。 

 １２３、１２４ページをお願いいたします。 

 １１款公債費、１項公債費、１目元金、支出済額３億６,９４４万５,５９０円で、

こちらにつきましては、町債償還元金で、同額支出しているところでございます。 

 同款、同項、２目利子でございます。支出済額７３９万４,８７３円。町債償還利

子といたしまして７３９万６１２円を支出しているところでございます。 

 １２５、１２６ページをお願いいたします。 

 歳出合計、予算現額４７億６,４８６万円に対しまして支出済額４２億１,６５８万

３,００４円、翌年度繰越額５億２,６８２万円、不用額２,１４５万６,９９６円でご
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ざいます。 

 １２７、１２８ページをお願いいたします。 

 こちらは実質収支に係る調書でございます。区分、会計の順にご説明申し上げます。 

 １．歳入総額        ４２億７,６１５万６,３１１円 

 ２．歳出総額        ４２億１,６５８万３,００４円 

 ３．歳入歳出差引額     ５,９５７万３,３０７円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   １,３８４万２,０００円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             １,３８４万２,０００円 

 ５．実質収支額       ４,５７３万１,３０７円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円で

ございます。 

 １２９ページ以降につきましては、財産に関する調をつけております。後ほどお目

通しいただきますようよろしくお願いします。 

 続きまして、和束町湯船財産区特別会計歳入歳出決算事項別明細につきましてご説

明を続けさせていただきます。 

 １３７ページ、１３８ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、こちらにつきましても主なもののご説明とさせていた

だきます。 

 ３款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金、収入済額が４２万９,０

００円でございます。 

 ４款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、収入済額が２８万３,９７４円でございま

す。 
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 次に、５款諸収入、２項雑入、１目雑入、収入済額が１８万６,０２７円でござい

ます。 

 歳入合計でございますが、予算現額が９０万円に対しまして収入済額が８９万９,

１１６円でございます。 

 １３９ページ、１４０ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。こちらにつきましても主なもののみの説明とさせていただきま

す。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、支出済額３６万４４６円。主なも

のといたしましては、一般管理諸経費の需用費で２６万８,４４６円を支出させてい

ただいております。 

 同款、同項、２目財産管理費でございます。支出済額４０万８,６０３円で、財産

管理諸経費の委託料、山林保育委託料といたしまして３４万５６０円が主な支出でご

ざいます。 

 １４１ページ、１４２ページをお願いいたします。 

 歳出合計でございます。予算現額９０万円に対しまして支出済額７８万４,０４９

円、不用額につきましては１１万５,９５１円でございます。 

 １４３ページ、１４４ページをお願いいたします。 

 次に、実質収支に関する調書についてご説明をさせていただきます。 

 区分、金額の順にご説明申し上げます。 

 １．歳入総額        ８９万９,１１６円 

 ２．歳出総額        ７８万４,０４９円 

 ３．歳入歳出差引額     １１万５,６０７円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 
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 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円 

 ５．実質収支額       １１万５,０６７円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額につきま

しては０円でございます。 

 以上でございます。 

 なお、１４５ページ以降につきましては、財産に関する調をつけさせていただいて

おります。後ほどお目通しをいただきますようよろしくお願いいたします。 

 他の特別会計につきましては、それぞれの所管課長からご説明申し上げますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（今西 靖君） 

 それでは、続きまして私のほうから、認定第３号 令和５年度和束町国民健康保険

特別会計（事業勘定）につきまして、歳入歳出事項別明細書に基づき説明をさせてい

ただきます。 

 まず、１５１ページ、１５２ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 説明は一般会計と同様、款、項、目及び収入済額について、主なもののみの説明と

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 １款国民健康保険税、１項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、収

入済額１億２９５万３,５２８円。主なものといたしまして、１節医療給付費分現年

課税分６,３２９万７,０５１円、２節後期高齢者支援金分現年課税分２,４７３万４,

７６１円、３節介護納付金分現年課税分１,０４３万７,５８８円でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、４款府支出金、２項府補助金、１目保険給付費
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等交付金、収入済額４億５,９７２万５,０００円。主なものといたしまして、１節普

通交付金４億２,８１３万９,０００円、２節特別交付金３,１５８万６,０００円でご

ざいます。 

 ６款繰入金、２項一般会計繰入金、１目保険基盤安定繰入金（保険税軽減分）とい

たしまして収入済額１,７７０万３,２１０円でございます。 

 同款、同項、２目保険基盤安定繰入金（保険者支援分）といたしまして収入済額９

６４万４,２４８円でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、７款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、収入済

額３,４４４万５,４９６円でございます。前年度繰越金でございます。 

 歳入合計でございます。予算現額６億３,３５０万円、収入済額６億３,８８８万１,

６６７円、不納欠損額５９万５,５００円、収入未済額８１２万４,３８１円でござい

ます。 

 歳入につきましては以上でございます。 

 続きまして、１５７ページ、１５８ページをお願いいたします。 

 歳出の説明を続けさせていただきます。こちらも主なもののみの説明とさせていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

 ２款保険給付費、１項療養諸費、１目一般被保険者療養給付費、支出済額３億６,

６９２万７,１４３円。こちらは一般被保険者に対する医療費の保険者負担分でござ

います。 

 ページをおめくりいただきまして、同款、２項高額療養費、１目一般被保険者高額

療養費、支出済額５,６４３万７,０５４円でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、３款国民健康保険事業費納付金、１項医療給付

費分、１目一般被保険者医療給付費分、支出済額８,５５９万７,８６６円。こちらは

京都府への負担金でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、同款、２項後期高齢者支援金等分、１目一般被
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保険者後期高齢者支援等分、支出済額３,６７４万４,１３８円。こちらも京都府への

負担金でございます。 

 同款、３項介護納付金分、１目介護納付金分、支出済額１,４００万５,２８７円。

こちらも京都府への負担金でございます。 

 ６款保健事業費、１項保健事業費、１目疾病予防費、支出済額７２６万２,５９２

円。主なものといたしまして１２節委託料５３３万７,２９０円で、人間ドック検査

委託料、特定健康診査委託料分でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、１６７ページ、１６８ページをお願いいたしま

す。 

 歳出合計でございます。予算現額６億３,３５０万円、支出済額６億２,８４６万３,

６１２円、不用額５０３万６,３８８円でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、１７０ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順にご説明申し上げます。 

 １．歳入総額        ６億３,８８８万１,６６７円 

 ２．歳出総額        ６億２,８４６万３,６１２円 

 ３．歳入歳出差引額     １,０４１万８,０５５円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円 

 ５．実質収支額       １,０４１万８,０５５円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円で

ございます。 
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 １７１ページ、１７２ページに財産に関する調をつけておりますので、後ほどお目

通しをよろしくお願いいたします。 

 以上、令和５年度国民健康保険特別会計（事業勘定）についてご説明させていただ

きました。 

 なお、直営診療施設勘定につきましては、診療所事務長と説明を交代させていただ

きます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 診療所事務長。 

○総合施設整備課長兼診療所事務長（但馬宗博君） 

 それでは、続きまして、１７３、１７４ページをお願いいたします。 

 認定第３号 令和５年度和束町国民健康保険特別会計（直診勘定）歳入歳出決算事

項別明細書によりご説明申し上げます。 

 まず、歳入でございます。 

 款、項、目、収入済額の順に主なもののみご説明いたします。 

 １款診療収入、２項外来収入、１目国民健康保険診療収入、１,１００万９００円、

現年度分でございます。 

 同款、同項、２目社会保険診療収入、７７６万８,３７５円、現年度分でございま

す。 

 同款、同項、４目一部負担金収入、９０１万６４０円、現年度分でございます。 

 同款、同項、５目その他の診療収入、２１７万６,５８３円、同じく現年度分でご

ざいます。 

 同款、同項、７目後期高齢者医療保険診療報酬収入、３,２１９万４３円。現年度

分でございます。 

 おめくりください。１７５、１７６ページでございます。 
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 ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、２７８万１,６６２円、純繰越金でござい

ます。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、２,３６０万円、一般会

計からの繰入金でございます。 

 ９款諸収入、２項受託収入、１目検診等受託収入、６９３万６,６５６円、検診等

受託収入としまして、企業の検診や予防接種などが主な内容でございます。 

 歳入合計、収入済額９,６８２万６,４１４円、不納欠損額０円、収入未済額は２,

５９０円となっております。 

 おめくりください。 

 １７７、１７８ページからは歳出でございます。 

 同様に、款、項、目、支出済額の順に主なもののみご説明いたします。 

 １款総務費、１項施設管理費、１目一般管理費、６,５１１万６,８８１円。主なも

のは人件費でございます。 

 おめくりください。１７９、１８０ページでございます。 

 ２款医業費、１項医業費、３目医薬品衛生材料費、２,６９３万７,７６１円。需用

費、医療材料費、薬等の医薬材料費でございます。 

 同款、同項、４目検査委託費、２１５万４,９７１円、委託料、臨床検査ほか委託

料、血液検査等の検査委託料となっております。 

 おめくりください。１８１、１８２ページでございます。 

 歳出合計でございます。支出済額９,４４１万９,４８５円を支出しております。 

 おめくりください。１８４ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順にご説明いたします。 

 実質収支に関する調書 

 １．歳入総額        ９,６８２万６,４１４円 
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 ２．歳出総額        ９,４４１万９,４８５円 

 ３．歳入歳出差引額     ２４０万６,９２９円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円 

 ５．実質収支額       ２４０万６,９２９円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円。 

 １８５ページ以降は財産に関する調をつけております。後ほどお目通しくださいま

すようよろしくお願いいたします。 

 以上、直営診療施設勘定事項別明細の説明とさせていただきます。 

○委員長（村山一彦君） 

 建設事業課長。 

○建設事業課長（井上博丞君） 

 それでは、私のほうから、認定第４号 簡易水道事業特別会計及び認定第５号 下

水道事業特別会計について説明させていただきます。 

 事項別明細書１９１ページをお願いいたします。 

 令和５年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算事項別明細 

 主なもののみとさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 １款使用料及び手数料、１項使用料、１目水道使用料、１節現年度分として９,０

１９万３,７７６円、２節過年度分として６５万４,８５３円。 

 続きまして、２款分担金及び負担金、１項分担金、１目施設費分担金、１節施設費

分担金（現年度分）、工事費分担金（現年度分）４１４万２,６１１円。 
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 続きまして、６款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会

計繰入金で８,７８６万５,０００円。 

 おめくりください。 

 続きまして、７款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節前年度繰越金、純繰越金

で４５３万９,２６５円。 

 続きまして、９款町債、１項町債、１目簡易水道事業債、１節簡易水道事業債、公

営企業会計適用債で６５０万円でございます。 

 歳入合計、収入済額１億９,５９９万４２８円です。 

 以上が歳入でございます。 

 おめくりください。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、１０節需用費、光熱水費で４４３

万９,３３１円、修繕費（維持補修）３４８万３,９３１円、医薬材料費として３０４

万６,５６０円。続きまして、１１節役務費といたしまして通信運搬費で２７６万２,

４９１円。続きまして、１２節委託料といたしまして地方公営企業法適用支援（固定

資産台帳整備）業務委託料３１３万５,０００円です。 

 おめくりください。 

 続きまして、２款施設費、１項施設費、１目施設費、１４節工事請負費です。町道

鷲峰山線祝橋架替工事に伴う水道管布設替工事４０２万６,０００円。 

 ３款公債費、１項公債費、１目元金、２２節償還金利子及び割引料１億１,６１３

万６,７２７円。 

 同款、同項、２目利子、２２節償還金利子及び割引料１,４５５万９,４０３円。 

 おめくりください。 

 歳出の合計、支出済額１億８,５５８万２,１７９円。 

 以上、歳出でございます。 
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 おめくりください。 

 続きまして、２０２ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書。 

 区分、金額、１から６の順に説明します。 

 簡易水道事業特別会計 

 １．歳入総額        １億９,５９９万４２８円 

 ２．歳出総額        １億８,５５８万２,１７９円 

 ３．歳入歳出差引額     １,０４０万８,２４９円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円 

 ５．実質収支額       １,０４０万８,２４９円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円。 

 次ページ以降は後ほどお目通しください。 

 それでは、２０７ページをお願いします。 

 続きまして、認定第５号 令和５年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算事項

別明細書、主なもののみとさせていただきます。 

 歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、１項分担金、１目下水道分担金、５節工事費分担金（現年

度分）９４６万８,８００円。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水道使用料、１節下水道使用料（現年

度分）で２,４５３万１,８１１円。 

 ２節下水道使用料（過年度分）で１７万８８７円。 
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 同款、同項、２目行政財産使用料、１節行政財産使用料で２４０万４,４６０円。 

 おめくりください。 

 続きまして、５款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、１節一般会

計繰入金１億２,１３０万円。 

 ６款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節前年度繰越金、事業繰越金で９５０万

円。 

 続きまして、８款町債、１項町債、１目下水道事業債、１節特定環境保全公共下水

道事業債、資本費平準化債で５,１５０万円。 

 歳入合計、収入済額は２億３,７１２万６,１８４円。 

 おめくりください。 

 続きまして、歳出でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、１２節委託料で下水道事業ストッ

クマネジメント設計業務委託料で１,６５３万４,１００円。 

 ２款管理費、１項施設管理費、おめくりください。１目処理場管理費、１０節需用

費で光熱水費４６５万５,７３４円、１２節委託料で処理場運転管理等委託料２,１４

９万４,０００円。 

 同款、同項、２目管渠管理費、１０節需用費で光熱水費１９２万５,９１５円、１

４節工事請負費で町道鷲峰山線祝橋架替工事に伴う下水道設備等工事９４６万８,８

００円。 

 続きまして、４款公債費、１項公債費、１目元金、２２節償還金利子及び割引料１

億３,３７７万１,７７４円。 

 同款、同項、２目利子、２２節償還金利子及び割引料２,０８２万１,９１１円。 

 おめくりください。 

 歳出合計、支出済額２億３,３８８万２,１０９円。 

 以上、歳出でございます。 
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 おめくりください。 

 続きまして、２１８ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書 

 区分、金額、１から６の順に説明します。 

 下水道事業特別会計 

 １．歳入総額        ２億３,７１２万６,１８４円 

 ２．歳出総額        ２億３,３８８万２,１０９円 

 ３．歳入歳出差引額     ３２４万４,０７５円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円 

 ５．実質収支額       ３２４万４,０７５円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円。 

 次ページ以降は後ほどお目通しください。 

 以上、上下水道事業特別会計の説明とさせていただきます。 

○委員長（村山一彦君） 

 会議の途中ですが、ただいまから午後２時４５分まで休憩いたします。 

休憩（午後２時３７分～午後２時４５分） 

○委員長（村山一彦君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、説明を続けます。 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 それでは、私から、認定第６号 令和５年度和束町介護保険特別会計の説明をさせ
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ていただきます。 

 事項別明細書のほうをよろしくお願いいたします。 

 ２２３ページ、２２４ページでございます。 

 まず、歳入でございます。 

 款、項、目、収入済額、不納欠損額の順に、主なもののみの説明とさせていただき

ます。 

 単位は円でございます。 

 １款保険料、１項介護保険料、１目第１号被保険者保険料、収入済額１億４,４５

２万１,３５０円、不納欠損額２３万４,３６０円、収入未済額３２８万４,１７０円。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金、１目介護給付費負担金、収入済額１億２,１９

１万３,９９５円。 

 同款、２項国庫補助金、１目調整交付金、収入済額４,４０３万９,０００円。 

 ２２５ページ、２２６ページをお願いいたします。 

 ４款支払基金交付金、１項支払基金交付金、１目介護給付費交付金、収入済額１億

７,５９０万５,０００円。 

 ５款府支出金、１項府負担金、１目介護給付費負担金、収入済額９,９８５万円。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金、１目介護給付費繰入金、収入済額８,０６６万

７,０００円。 

 ２２７ページ、２２８ページをお願いいたします。 

 ９款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、収入済額２,４１３万１,０５４円。 

 歳入合計、予算現額７億３,８１０万円、収入済額７億３,８７７万６,００９円、

不納欠損額２３万４,３６０円、収入未済額３２８万４,１７０円。 

 続きまして、２３１ページ、２３２ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。こちらにつきましても、款、項、目、支出済額の順に主なもの

のみの説明とさせていただきます。 
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 単位は円でございます。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、支出済額４７５万２５７円。主な

ものといたしまして、委託料といたしまして介護保険事業計画策定委託料で２９５万

９,０００円支出しております。 

 ２３３ページ、２３４ページをお願いいたします。 

 ２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、１目居宅介護サービス給付費、支出済

額２億４,４４０万９,６４４円、１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 同款、同項、５目施設介護サービス給付費、支出済額２億９,５８１万４,６２４円、

１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 同款、同項、９目居宅介護サービス計画給付費、支出済額２,６４４万５,０４１円、

１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 ２３５ページ、２３６ページをお願いいたします。 

 同款、２項介護予防サービス等諸経費、１目介護予防サービス給付費、支出済額１ ,

１１２万８,３４６円、１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 同款、同項、７目介護予防サービス計画給付費、支出済額２８４万９,１６０円、

１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 ２３７ページ、２３８ページをお願いいたします。 

 同款、５項特定入所者介護サービス等費、１目特定入所者介護サービス費、支出済

額３,４０９万２,０９１円、１８節負担金補助及び交付金でございます。 

 ４款地域支援事業費、１項介護予防生活支援サービス事業費、１目介護予防生活支

援サービス事業費、支出済額１,０９８万５,４０８円、１８節負担金補助及び交付金

でございます。 

 同款、３項包括的支援事業・任意事業費、２目総合相談事業費、支出済額６９１万

３,００７円。これにつきましては、職員人件費で２９４万２,３１５円支出しておる

ものでございます。 
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 ２枚おめくりいただきまして、２４３ページ、２４４ページをお願いいたします。 

 ５款基金積立金、１項基金積立金、１目介護給付費準備基金積立金、支出済額１,

００３万８,５０２円、介護給付費の準備基金の積立金、同額でございます。 

 ７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、３目償還金、支出済額１,８４４万２,

３７６円、これにつきましては、２２節償還金利子及び割引料といたしまして、国・

府の返還金で１,８３５万６,０５６円支出しているものでございます。 

 歳出合計、予算現額７億３,８１０万円に対しまして支出済額７億１,４１３万４,

４９１円、不用額２,３９６万５,５０９円でございます。 

 ２４８ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順に説明させていただきます。 

 １．歳入総額        ７億３,８７７万６,００９円 

 ２．歳出総額        ７億１,４１３万４,４９１円 

 ３．歳入歳出差引額     ２,４６４万１,５１８円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円 

 ５．実質収支額       ２,４６４万１,５１８円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円。 

 ２４９ページ以降につきましては財産に関する調になっておりますので、後ほどお

目通しください。 

 続きまして、２５１ページ、２５２ページをお願いいたします。 

 和束町介護保険特別会計のサービス事業勘定でございます。こちらにつきましても
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事業勘定のほうと同様の説明とさせていただきます。 

 １款サービス収入、１項予防給付費収入、１目居宅支援サービス計画費収入、収入

済額３７７万１,４８０円、１節居宅支援サービスの計画費収入でございます。 

 ２款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、収入済額２９５万６,０

００円、一般会計からの繰入額同額でございます。 

 歳入合計、予算現額６９０万円、収入済額６９０万１,０８６。 

 ２５３ページ、２５４ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。こちらにつきましても主なもののみの説明とさせていただきま

す。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、支出済額５６７万５,７２５円。

主なものといたしまして、報酬の会計年度任用職員の報酬２４５万２,５１９円支出

しております。 

 ２款事業費、１項居宅介護支援事業費、１目居宅介護支援事業費、支出済額９７万

７,４２０円。これにつきましては、介護予防計画の委託料といたしまして、同額支

出しているものでございます。 

 歳出合計、予算現額６９０万円、支出済額６６５万３,１４５円、不用額２４万６,

８５５円。 

 続きまして、２５６ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 こちらにつきましても、区分、金額の順に説明させていただきます。 

 １．歳入総額        ６９０万１,０８６円 

 ２．歳出総額        ６６５万３,１４５円 

 ３．歳入歳出差引額     ２４万７,９４１円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 
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 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円 

 ５．実質収支額       ２４万７，９４１円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円。 

 以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 税住民課長。 

○税住民課長（今西 靖君） 

 続きまして、私のほうから、認定第７号 令和５年度和束町後期高齢者医療特別会

計につきまして、歳入歳出決算事項別明細書に基づきご説明させていただきます。 

 それでは、２５７ページ、２５８ページをお願いいたします。 

 ほかの会計同様、主なもののみの説明とさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

 まず、歳入でございます。 

 １款保険料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保険料、収入済額３,１１

１万７,６９９円、１節現年度分でございます。 

 同款、同項、２目普通徴収保険料、収入済額２,０９１万２４６円。主なものとい

たしまして、１節現年度分、収入済額２,０５８万３,４１０円でございます。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会計繰入金、収入済額２,７１７万４,

５６６円。主なものといたしまして、２節保険基盤安定繰入金、収入済額２,２３４

万９,５６６円でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、歳入合計でございます。予算現額８,２７０万

円、収入済額８,２８４万３,６４０円、不納欠損額０円、収入未済額２１０万２,３

７４円でございます。 
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 ページをおめくりいただきまして、歳出の説明を続けさせていただきます。こちら

も主なもののみの説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期高齢者医療広域連合納付金、１目後

期高齢者医療広域連合納付金、支出済額７,６７８万３,１４６円。 

 ３款保健事業費、１項健康保持増進事業費、１目健康診査費、支出済額４８９万５,

６０２円。主なものといたしまして、１２節委託料、支出済額４６３万６,８１０円、

健康診査委託料でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、歳出合計でございます。予算現額８,２７０万

円、支出済額８,２３２万１,１６２円、不用額３７万８,８３８円でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、２６６ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。 

 区分、金額の順にご説明申し上げます。 

 １．歳入総額        ８,２８４万３,６４０円 

 ２．歳出総額        ８,２３２万１,１６２円 

 ３．歳入歳出差引額     ５２万２,４７８円 

 ４．翌年度へ繰り越すべき財源 

 （１）継続費逓次繰越額   ０円 

 （２）繰越明許費繰越額   ０円 

 （３）事故繰越し繰越額   ０円 

 計             ０円 

 ５．実質収支額       ５２万２,４７８円 

 ６．実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額、０円で

ございます。 

 以上、令和５年度後期高齢者医療特別会計についてご説明させていただきました。 

 よろしくお願いいたします。 
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○委員長（村山一彦君） 

 以上で、令和５年度決算についての説明が終わりました。 

 これから質疑を行いますが、委員の皆様にお願いします。 

 本委員会は令和５年度の決算特別委員会です。令和５年度事業の審査に関する質疑

をお願いいたします。また、最初に何ページのどの項目かを明確にして質問してくだ

さい。 

 それでは、質疑を行います。 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 それでは、私のほうから何点か質問させていただきます。 

 今、委員長のほうから、令和５年度の事業ということでお話がございました。住民

の生活に非常に重要な内容でもございますので、令和５年度から今現在にかかってい

る事業についてお尋ねしたいと思います。 

 まず、昨年の１２月議会でも私のほうから、商工会が行われている移動スーパー

「茶太郎」の関係でございます。本年の１月から営業を休止するというような情報が

ございまして、昨年１２月に質問をさせていただいたところですね、商工会のほうと

調整して、住民の皆さんに利便性を確保していきたいというようなことであったかと

思います。その後、また３月議会でも一般質問をさせていただきました。やはり経営

上、非常に厳しい状況にあるんではないかということで、ぜひその辺りの町からの支

援も検討いただけないかというようなお話をさせていただいたところ、４月から新た

な事業者で営業を再開されるという方向で検討されているというお話がございました。

ところが、先日、新聞折り込みに、９月２７日をもって営業を終了しますというチラ

シが突然入りました。 

 先日、他の議員の一般質問でもございましたが、この中でですね、商工会のほうか

ら、あるところで説明されている内容によりますと、９月をもって補助制度がなくな
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るからそこで終了するんだというような説明をされているということでございました

が、こういった部分で、私、３月議会でもお願いしていたところでございますので、

そういった補助制度、支援ですね、商工会に対するその事業の支援というのが今まで

あったのかどうなのか、まずそこからお答えいただきたいんですが、農村振興課長、

そういう支援はありましたか。 

○委員長（村山一彦君） 

 農村振興課長。 

○農村振興課長（松井幸則君） 

 髙山議員のご質問にお答えさせていただきます。 

 茶太郎に対しての直接の補助金は１円もいたしておりません。当初に車両を購入し

たときのみとなっております。 

 以上です。 

○委員長（村山一彦君） 

 髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 先日も担当の職員の方にお尋ねしましたら、同様の説明をいただきました。３月議

会でも茶太郎の事業に対する補助支援をしていないということでございましたので、

新たな支援が必要ではないかと私、お願いをしたところでございます。 

 そういう中で、そしたら、なぜこの９月２７日をもって終了になるのか、また、主

要な施策の成果の説明書の中でも８ページに高齢者対策の充実というのがございます。

こういった観点からも、やはり今現在、茶太郎を利用されている方ですね、たしか先

日、他の議員の一般質問での答弁では５０人程度お客様がついておられるというふう

にお聞きしたかと思うんですが、たちまちその方たちが買物できなくなってしまうと

いう状況にあるわけですが、そのことについて今後の対策、また、これまで商工会と

の調整であるとか、そういったところの考え方、また、調整の内容等について説明い
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ただけたらと思いますが、町長いかがですか。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 先ほど担当課長のほうが答弁しましたように、この事業については、車両の購入に

ついて補助事業的なことを行ったということでございます。これが３００万円を入れ

ております。これは令和３年で入ってまして、その後、その事業について商工会のほ

うで自主的に運営していただくということでございました。その中で、商工会のほう

で係る経費がなかなか大きいということと、それから販売する業者につきましては一

定の経費を商品に乗せたいけども、乗せるとかなりの金額になってしまうんで難しい

というような話があったとは聞いてます。一応、商工会のほうからは、４月に一旦運

営を再開していただいて、その後、運営をしていただいたんですけども、なかなか難

しいということで、事前にいろんな調整の話を聞いておりました。その関係もござい

まして、うちのほうにつきましては、一応、補助事業になっておりますので、要する

に補助金の適正化に関する法律に抵触しないのかということも含めて商工会に指導し

てまいった結果、この９月をもって、これは車両の償却期間が４年というのが来ます

ので、その期間をもって事業を終わりたいというような説明がございました。 

 その後につきましては、一応、商工会のほうからは、車両を和束町のほうに無償で

譲渡をしたいという考えを示しておられます。車両自身は３００万円ですけども、改

造費がかかってますので４５０万円ぐらいのお金になってると思います。その車両を

和束町のほうに無償譲渡したいということですけども、町としましても、それを無償

譲渡されたところで、町が直営で運営することはなかなか難しいという事業でござい

ます。これを受けまして担当課のほうでそれなりの要綱等をつくった中で新たな団体

を募集し、その団体によって運営をしていただくというような方向性を見いだしたい
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ということで、９月２７日、今月末をもって車両を無償譲渡ということを聞いてます

ので、その後になると思いますけども、担当課のほうで新たな要綱をつくった上で、

先日の一般質問では来年の４月に向けて新たな運営をしたいということを考えており

ますので、ご理解のほうをお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 たしか先日の他の議員の一般質問では、来年、令和７年度からという答弁だったか

というふうに思います。ただ、これね、今も申しましたように、やはりこれまで利用

されてた方が来年まで買物せずに待っておけるのかという話なんですよね。毎日毎日

食品というのは購入しないと生活できないわけですから、何らかの対策を検討しない

といけないだろうというふうに思いますし、また、住民の方の中で、そういった部分

の継続を強く望まれておられて、署名活動をして町のほうに要望したいという動きも

されておられるというふうに聞いてます。ですから、これからそういった動きが大き

くなってくるだろうというふうに思いますので、やはり来年度と言わずに、遅くとも

この１２月にはそういった補正なりを検討いただきたいというふうに思いますが、そ

の辺り町長、もう一度いかがですか。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 私も署名の話は一部の地域で行われてるというのは確認をしています。かなりの人

数が集まってるということも聞いています。そういう中で何とかしたいと私も考えて

いますので、目標は来年の４月１日ということで考えていますけども、要綱さえ早く

できれば、できる段階で募集をかけて団体と協議ができるとなれば、即、再開できる
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ように頑張りたいと思いますので、その辺のご理解はよろしくお願いします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 ぜひそこは、なるべく１２月議会でご提案いただけるようにご努力をお願いしたい

というふうに思います。よろしくお願いします。 

 次に、決算事項別明細書１２０ページです。 

 これも以前から他の議員もいろいろ質問をされている部分でございますけれども、

近年酷暑でいろんなところで熱中症でですね、先日も運動会で熱中症で倒れられたと

いうような報道もございました。そんな中で、Ｂ＆Ｇなり、また小学校・中学校の体

育館というのは有事の際の避難場所ということでもございますから、避難場所に使う

施設の空調の設備ですね、これについて、先日、他の議員の質問の中では、町長の答

弁聞いてみますと、全くこの考え方としてそういう考えがないように聞き取れるわけ

ですけれども、もう一度その辺りの考え方をお聞きしたいというふうに思いますが、

空調設備の。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 確かに、先日の答弁では、私のほうで全く考えていないというように答弁をさせて

いただきました。私のほうにも、その言い方はどうなんだというようなご意見も受け

ております。ただ、その後も学校等とも話をしながら行ってきたわけですけども、そ

の説明につきましては、基本、和束小学校、和束中学校につきまして、空き教室が現

段階で半分以上あるという状況でございます。この空き教室には全てクーラーが設置

されてます。そういうところを活用したいということで学校のほうには申入れをして
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おりまして、災害につきましては、有事の際についてはその教室をさきに避難所とし

て扱うというような形を学校のほうとは話をしております。 

 あと、学校の空調ですけども、先日、京都新聞にも報道されましたとおり、学校と

の協議はいろいろ教育委員会を通じて行っています。これに対しまして、学校のほう

が、できればつけてほしいという言い方は確かにされています。 

 一つ例を取りますと、和束小学校の場合ですと、体育館よりもさきにホールのほう

にクーラーを入れてほしいという話が出てます。その辺も含めまして、いろいろ酷暑

の問題とかも含めながら検討していくべきものであると思いますし、耐熱というんで

すか、耐遮というんですか、その辺も含めた中で大規模な改修になりますので、これ

は計画的に東部連合の中で検討してきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 災害時の避難所の空調設備というのは、国のほうでもそういった補助制度もあった

かと思いますので、そういったことも十分に活用しながら、相楽東部教育委員会とも

調整をしていただきたい。早急に対策をお願いしたいというふうに思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 次に、９４ページです。 

 じん芥処理費の関係なんですが、先日のれんけいを見ておりますと、昨年からいろ

いろとクリーンセンターの部分でどうするのかというようなことも議論となっており

ました。東部連合の議会の中でもそういった議論がされている。内容的には東部連合

の議会の中で議論されることではあるんですけれども、やはり地元の議会として、あ

る議員の一般質問の中で、相楽東部クリーンセンター再稼働が極めて難しい中、今後

の意思決定をすべきではないかという質問に対して、連合長のほうから、３町村のう

ち２町村の方向性はある程度出ていると。相楽東部クリーンセンターについては現状
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のまま維持し、これ以上予算をかけるつもりはないという答弁なんですね。これは議

員がまとめておられるので、実際の答弁の内容はどういうことなのか分からないんで

すが、このまま受け止めますと今のまま放置されるのかということになるわけですよ

ね。あれだけ崩れてきているわけですから、やはり地元の住民からすると非常に不安

になる。その辺りを東部連合としてどのように考えておられるのか、この連合長のこ

の答弁がそのまま東部連合の議論の今の段階での意思なのか、その辺り町長いかがで

すか。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 今の件でございますが、ご存じの方も多数おられると思いますけども、笠置町、南

山城村につきましては、広域生活圏の関係を持って、伊賀市、名張市と２市１町１村

で法定協を立ち上げて焼却場を造るというような方向性を持っておられます。これに

ついては三重県と手を組むという考え方で考えておられます。 

 和束町につきましては、やはり行政の上部機関は京都府になりますので、何とか京

都府内でそのことを知りたいということで、建てるというよりも、どこかの組合と協

議をしていきたいということで、今、京都府と協議を進めているところです。これが

どの程度進むかというのはなかなか見えてないんで、ここで答弁することは難しいと

ころですけども、東部塵芥自身につきましては、最終的には３町が別の行動を取るの

か、それとも同一行動を取るのか。まだ同一行動を取るという方向性がかなり残って

いる部分がございますので、その辺も含めまして東部連合の方で終始議論をしながら

決めていきたいということがまず１点です。 

 それと、施設でございます。施設につきましては先日も答弁させていただきました

とおり、かなり深いところの深層の滑りがあるということがほぼ確定をしてきました。
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一番簡単なのは、取ってしまえば全てがなくなるという状況ですけども、あれを解体

するとなると、また５億円以上のお金が現地でかかるというような状況が見えてきて

ます。これに対しましてどのように対処していくのかにつきましては、一旦、あの土

地につきましては、今建っている部分から町道下部の土地も全て東部連合の方で取得

しております。その中に道路の修復と建物の建屋と、和束町でやるわけにいきません

ので、１町１村からの幾ばくかの負担金を確実にもらった中でやるということになり

ますので、２町１村の中で整理をしたいというふうに思っておりますので、いましば

らくは定点観測ということで判断してますので、時期を見て整備にかかりたいという

ふうに考えています。それについて東部連合でしっかりと説明しながら意見を出して

いきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ４番、髙山委員。 

○４番（髙山豊彦君） 

 そこはぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 このまま読みますとね、要するに、うちらはもう向こうに行くから、ここはそのま

ま放っておくんですという捉え方ができますので、そこは和束として、クリーンセン

ターはこっちの土地にあるわけですから、しっかりそこは東部連合の中で応分の負担

をしていただけるようにお願いしたいと思います。 

 次に、７６ページになるんですが、老人福祉センターの管理諸経費ということで２

１０万円出てるんですが、老人福祉センターというのは、今現在、社協のほうで介護

予防のいろんな活動をしていただいたり、いろんなことをしていただいているわけで

すが、やはり入ってトイレの前であるとか、いろんなところの雨漏りがひどかったり、

奥の広場のところは床も大分傷んで緩んできているという状況にあるわけなんですね。 

聞くところによりますと、隣の保健福祉施設、福祉交流センターが完成すれば、社協

が今やっておられる教室等については、新たな施設のほうで行われるということは聞
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いているんですが、そしたら今現在ある老人福祉センターはどのように今後活用され

るのかというところですね。また、活用されるんであればそういった補修もかなりか

かるのかなというふうに思うんですが、今後の活用の在り方については、町長、ここ

についてはどのようにお考えですか。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 今の委員の質問でございます。老人福祉センターにつきましては、現在、社協のほ

うが入っているという状況になっています。全ての施設を今年から来年にかけて見直

すことは考えています。これは福祉関係は隣に建つ施設に福祉と医療が一体化した施

設になりますので、どの部分までをここでやるのか、どの部分を老人福祉センターで

やるのか。老人福祉センターにつきましては昭和６１年の建築だと思います。築４０

年を超えてますので、一定の修理をしないと使えないという状況には確かにあると思

います。その辺も含めまして計画的に検討していきたいということで現段階では考え

ているとこでございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 それでは、私のほうからは、先ほどの高山委員の話にちょっと重なりますけども、

災害対策の関連で幾つかお聞きしたいと思います。 

 先ほど高山委員のお話の中で、いわゆる体育館の空調のことについてお話があって、

先日の一般質問のときの答弁とは変わりましてね、一定検討していくという答弁をい

ただいていましたので、そこはぜひ現場の声も反映して、早期に設置に向けて動いて

いただきたいというふうに思いますけども、先ほどの答弁を受けて、私のほうから二

つお聞きしておきたいと思います。 
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 先ほどの町長の答弁で、和束小学校については、いわゆるホールが優先順位が高い

というお話と、それから災害時の受入れという点で空き教室を使用するということで

現場と話をしてという話をされました。それはそれで別に否定はしないわけですけど

も、ただやはり災害というのはどういう形で、また避難所はそのときにどういう状況

になっているかというのは分かりません。使えると思っていたけど使えない場合もあ

ります。もともと体育館というのは一定の規模の方を受け入れるという前提で避難所

として指定しています。ですので、やはり体育館の空調設備も除外せずに、今後もそ

こに入れていくということは検討いただきたいというのが１点です。 

 それから、昨年の９月議会のときに同じ質問をして、そのときも大規模工事になる

ので困難だという答弁をされてました。そこで一つ確認なんですけどね、その時点で

そういうふうに答弁されてたということは、大体どれぐらいかかるなということは十

分分かっておられたというふうに私は思っているんですね。試算を持っておられて、

だから大変だというふうに私は言われているというふうに理解しておりましたけども、

実際、大規模工事と言われる場合、どれぐらいかかるというふうに試算されたんです

か。その辺、答弁いただけますか。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 岡本委員のご質問に答弁させていただきます。 

 ただいまの件でございますが、私が専門家のほうに確認したところ、まず体育館の

構造につきましては通風性がよくしてあるということがあって、それを全部遮断して

いかなきゃならないということで、現状、耐震とかも含めてやりますと、ほぼ建て替

えと変わらないほどのお金がかかるというようなことも言われていましたので、建て

替えて新しいものにするというのはなかなか難しいと。遮熱と通気性を全部止めてし

まうとなるとかなり大規模工事になるということで、それがほぼほぼ建て替える費用
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とあまり変わらないと。なぜかと言いますと、体育館自身につきましては部屋のよう

な間仕切りがないんで、その分にお金がかかってくるらしいです。その辺も含めて、

体育館については、現段階では空調については考えていないというのが先日の答弁で

す。 

 これに対して小中学校につきましては、児童数が減少しまして、もともと各学年２

クラス、３クラスの対応の教室がありますので、今現実は特別教室に使ったり、それ

から教職員の会議室に使ったりということなっています。この辺を活用させてほしい

というのは以前から学校のほうに話をしていましたので、この対応でいきたいと考え

ています。 

○委員長（村山一彦君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 金額的なことは言っていただいてないとは思うんですけども、ただ体育館というの

は、子供の今の人数のこともありますけども、住民の方が避難も含めていろんな形で

活動をされる場所です。そういった意味でも、やはり適切な環境を整えるというのは、 

町の責任ですから、体育館も除外せずに設置に検討をいただきたいと、これは重ねて

要望しておきたいと思います。 

 いろいろ経費の関係では、この間、宇治市や八幡市のほうにも連絡させていただい

て、どれぐらいかかるのかということでお聞きしてるんですけども、宇治市ではかな

り手の込んだというと悪いですけど、丁寧な工事を予定されていて、１校当たり７,

０００万円かかるというふうに言われました。八幡市では、一定、屋根じゃなくて活

動範囲が冷えればいいという考えで、大体４,０００万円ぐらいの予算というふうに

聞いております。それで、これ自身は大変大きい額ではあるんですけども、ただ令和

５年度のほかの事業との関係でいいますと、いわゆる石寺の景観前駐車場の整備って

ありますね。これ自身別に必要な事業だということで、私も賛同はしておりますけど
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も、令和５年度だけで６,２００万円かかっているんですね。いわゆる全額で１億３,

４００万円かける事業なんです。ですから、こういった事業は大規模工事であるけれ

ども、一定迅速に対応されている。それと比べても、体育館への空調整備というのは、

これ以上に、ある意味緊急性の高い事業だと思うんですね。そういう意味でも、やは

りぜひ除外せずに検討いただきたいと思います。 

 関連しまして海洋センターの関係なんですけども、海洋センターも指定避難所にな

っています。この前も言いましたけども、夏場は特に２階のトレーニングルームは、

暑過ぎて使用できないような状況にあります。アリーナも似たり寄ったりという状況

がありますけども、いわゆる住民の方のスポーツの場として、また、いざというとき

の避難の場所として、総務課の担当課としてこの状況をどういうふうに考えて、どう

されようとされていますか。 

○委員長（村山一彦君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 海洋センターにつきましては、避難所ということで指定をさせていただいておりま

す。避難所につきましても一応物資の倉庫場所ということで、そちらから各避難所へ

物資を輸送させていただくという拠点にもさせていただいているところでございます。 

 今、委員指摘のとおり、この酷暑の中につきましては、トレーニングルームにつき

ましては運動できる、できないような暑さだということは重々承知はしているところ

でございますが、避難所として機能させていく場合につきましては、やはり先ほど町

長が申し上げましたように、改装費につきましては多額の経費がかかるということで

ございますので、そちらにつきましては先ほどから答弁させていただいているとおり、

空調設備が整っている学校の教室、また人権ふれあいセンター等にも空調設備が整っ

ておりますので、そちらの方を利用していきたいというふうに考えているところでご
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ざいます。 

○委員長（村山一彦君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 そうなりますとね、要は、今の答弁でいうと、海洋センターは避難所として役に立

たないと。だから、ほかを使ってくださいというふうに言われてるのと等しいわけで

すよね。なのに、一般的には、住民の方に海洋センターは避難所ですというふうに指

定もしているわけなんですね。ここへ逃げてくださいというふうに言ってるわけです。

そういうことは大変無責任な答弁じゃないかというふうに思うんですよ。 

 アリーナに倉庫があると言われましたけど、スポットクーラーを置かれていますよ

ね。一応５台置いておられるというふうに言いますけども、先日も課長にお話ししま

したけども、５台あっても電源の容量が不足していて、実際は２台使えるかどうかと

いうのが中学校のほうからもお話を伺っているんですね、部活動とかで使いますから。 

ですから、そこにスポットクーラーがあっても電源がないから役に立たないわけです

よ。こういう状況もあるわけですけども、せめてその辺は改善しようというような方

向性はあるんですか。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 代わりに答弁させていただきます 

 岡本委員が言われることはよくよく分かります。ただ、うちにつきましては、現在

海洋センター、中学校、小学校の体育館の規模の施設につきましては、人権ふれあい

センター、新しくできるＣｈａ ｎｏｖａ、総合福祉施設、それから先ほど言った老

人福祉センター、グリンティ、それから老人憩いの家等々があります。取りあえずそ

ちらのほうに避難をした上での考え方をしていますし、先ほど言われたように、確か
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に電源がかなり厳しいのが現実です。この電源を全部キュービクルからやり直します

と月々の維持費が物すごくかさみます。その辺のバランスも考えながら、今新たにで

きた施設を含めて、新たな施設の中で計画をもう一度また見直すという時期がそろそ

ろ来ていると思いますので、その辺も含めて避難場所の方向性も考えていきたいと思

いますので、ご理解のほうをお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 海洋センターを避難所としても、また、部活動とか教育活動や住民のスポーツの活

動とか、そういった場として今後も使用していくという方針であればですよ、例えば、

今年のやつでもいわゆる照明をＬＥＤに変えるとかされてますよね。ということは、

引き続きあそこは体育施設としては使うということでしょ。ということは、そこの環

境をちゃんと整備していくということは必要不可欠であって、やはりその空調設備の

整備も含めてやる必要が町にはあるというふうに思うんですよ。 

 ある一定期間、猛暑だからといって一切使えないような状況になっているというの

は異常な状況ですから、それをちゃんと整備するというのが町の責任だと思いますの

で、そこはぜひ計画を持っていただきたいというふうに要望をしておきたいと思いま

す。 

 あと、災害対策の関係で一つ福祉課長にお聞きしておきたいんですけども、先日の

一般質問で他の議員からもありましたけども、いわゆる災害時の要配慮者の把握、そ

れからそれへの支援体制というのは、実際、令和５年度の関係でいうとどれぐらいの

数を把握されているのか、また、それに対して具体的にどのような支援体制が組まれ

ているのか、その辺いかがですか。 

○委員長（村山一彦君） 

 福祉課長。 
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○福祉課長（北 広光君） 

 岡本委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 要支援者という中でいきますと、福祉課で把握している数といたしましては、３２

０人余りというぐらいでございます。 

 その支援体制につきましては福祉課だけで行うものでもございませんので、これに

つきましては、当然、防災担当課との協議の中で進めていくということでございます

が、一定、先般のときに総務課長の答弁であったとは思うんですけども、基本的には

行政区、また、ご近所、地元消防、民生委員、親戚等の共助の中で避難所等に行って

いただくということを前提に考えておるところでございますので、どうぞご理解よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 今そういうお話がありましたけどもね、やはり今、免許も返したりとか、また高齢

化が進む中でやはり足腰が大変弱くなっているとか、そういった方がどんどん増えて

いくという状況が年々あると思うんですね。ですから、要配慮をすべき方というのは

年々更新していくという状況があると思いますし、例えば、その方を災害時に避難も

含めてどう支援するのかということは、具体的でないとね。結局、自分がどうなるの

かということが分からないと、周りの人もどうしたらいいのかということがちゃんと

やはり訓練もせないかんし、自覚もせないかんという意味ではですね、より具体的に

やはり対応が必要になってると思うんです。 

 一つ確認しておきたいのは、先ほど総務課との関係を言われましたけども、先日の

一般質問での答弁を聞いておりますと、総務課長にしましても、町長にしましても、

要配慮者の数であるとか、また、それをどういうふうにしていくのかというふうな情

報が十分共有されてないんじゃないかというふうに思うんですよね。その辺りは、数
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も含めてですね、いわゆる災害防災関係の担当課である総務課とどのように連携され

て情報共有されてるんですか、その辺いかがですか。 

○委員長（村山一彦君） 

 福祉課長。 

○福祉課長（北 広光君） 

 はい、お答えいたします。 

 要配慮者の関係につきましては、福祉課で、現在、まず要介護３以上の方、また精

神障害・身体障害等々の障害の方、また難病指定されている方につきまして把握した

数、先ほど３２０人余りというような答弁をさせていただきました。このおおよその

数につきましては、当然、岡本委員が言われるように、毎年更新させていただいてお

ります。そのたびに当然、総務課長等々と協議をしておるわけなんですけれども、こ

の間の答弁のときは確かに明確な数字の人数的なことは答弁に出てなかったように私

も記憶しておりますが、この辺につきましては、一定、総務課の担当、また福祉課の

担当とも相楽管内、または京都府下での防災の会議等もございまして、そちらのほう

にも行きながら、和束町でできる限りの対策というのを協議しているところでござい

ますので、ご理解をお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 そこはぜひお願いしたいと思います。 

 この点で最後にお聞きしておきたいのが、以前もいろいろお尋ねしたことがあるん

ですが、避難所への案内表示・掲示であるとか、また洪水等の浸水域というものの可

視化というんですか、そういったものが他の自治体等では既にされてるところもあり

ますけども、和束町のほうでもぜひそれを取り組んでほしいということを繰り返し要

望してまいりました。 
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 以前、避難所への案内掲示については一度作っていただいて、今もその古いやつと

いうのが残っている部分もありますけども、かなり剥がれたりとか見えにくくなって

る部分もありますし、基本的に見えにくいところにあります。そういう意味で、改め

て、今、観光客も含めて、そういった方もいろいろ出入りが激しい中で、やはりいざ

というときどこに逃げればいいのか、それが一体どこにあるのかということが一目で

分かるような状況をつくっていく必要があるというふうに思いますので、改めてそこ

の案内掲示の再整備、それから浸水域の、いわゆる何メートルですとか、そういうよ

うな部分のやつも今後やはり意識化していく上でも必要じゃないかというふうに思い

ますので、その辺の今後の方向性をお聞かせ願えますか。 

○委員長（村山一彦君） 

 町長。 

○町長（馬場正実君） 

 はい、答弁させていただきます。 

 今の件でございますけども、基本的に、岡本委員が言われたとおり、過去に整備を

した看板を今つけてます。これはもう一回再点検をする必要があるかと思いますので、

それは担当課のほうで再点検するようにしたいと思います。 

 それと浸水につきましては、今一番、和束町内で危険なところは木屋地区です。木

屋地区につきましては、浸水を確か電柱につけてあると思います。ここについては一

定の整理はできてるのかなというふうに考えております 

 役場付近で雨がどれぐらい降るかということも想定の中で、今後必要であれば防災

計画の中でやっていくものと考えておりますので、ご理解のほうをお願いいたします。 

○委員長（村山一彦君） 

 ６番、岡本委員。 

○６番（岡本正意君） 

 そこはぜひ点検いただいて、今にふさわしい形でよろしくお願いしたいというふう
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に思います。それでは、そこはぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 次に、３８ページの大学生等奨学金給付についてですけども、令和５年度の支給状

況について、いろいろ大学生・専門学生等で一定種別はあると思うんですけども、そ

の辺の支給状況について報告いただきたいと思います。 

○委員長（村山一彦君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 委員のご質問にお答えさせていただきます。 

 支給状況でございますが、令和５年度の実績といたしましては、大学生、私立の方

が５名、専門学校の方が２名で計７名に支給させていただいているところでございま

す。 

○委員長（村山一彦君） 

 ほか、ございませんか。 

 ３番、山本委員。 

○３番（山本達也君） 

 ３点ほど質問させていただきたいと思います。 

 一つは４２ページなんですけれども、上から二つ目の事業で空き家活用による新ビ

ジネス創生事業ということの中に、空き家活用プロモーション委託料というのが入っ

てます。この空き家活用プロモーションというのは、どういう内容かをご説明いただ

けますか。 

○委員長（村山一彦君） 

 地域力推進課長。 

○地域力推進課長（冨田幸彦君） 

 はい、お答えをいたします。 

 １点目は和束のスマートワークオフィスの運営管理、それから町内の新しくつくっ
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ていただいたサテライトオフィスとの連携ですとか、そういったことですとか、それ

から町外にサテライトオフィスをＰＲするというようなことを委託をしております。 

○委員長（村山一彦君） 

 ３番、山本委員。 

○３番（山本達也君） 

 プロモーションっていうのは、何らかの形で町外に発信するようなことをしている

ような費用と考えたらいいんですか。分かりました。ありがとうございます。 

 その次のページ４４ページの広報広聴費の中のホームページソフトウエア保守料と

いうところなんですけれども、先般から今改修中ということで、新しくなるホームペ

ージの今現状ですね、どれぐらいまでできてるかというのを二度ほど見せていただき

まして、いろいろお話をさせていただきました。その中で、もう少しこういう形で、

例えば、横にリンクを貼ったような部分を作れないかとかいうような要望を出した中

で、なかなかちょっと難しいというようなことも言われています。これは前年度にな

りますけれども、ホームページソフトウエア保守料という、この中身ですね、一体こ

のお金は何に使われているお金なのかというのをご説明いただけますか。 

○委員長（村山一彦君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 このホームページ保守料につきましては、現行のホームページの運営に関しまして

業者に委託している保守料でございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 ３番、山本委員。 

○３番（山本達也君） 

 この１２６万７,２００円という金額ですね、これは保守料ということでその業者
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に委託しているというのは分かるんですけど、その業者はこの金額で何をしてくれる

んですか。例えば、追加でこういうことをしてほしい、ああいうことをしてほしいと

いうのがこの保守料に含まれているのか、それともそれは別個でまた金額が発生する

のかというのは分かりますでしょうか。 

○委員長（村山一彦君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 こちらにつきましては運営していく中での保守料ということで、今委員おっしゃっ

てるような後づけのリンクとかですね、そういう作業につきましては別途費用がかか

るというところでございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 ３番、山本委員。 

○３番（山本達也君） 

 よく分からないんですけれども、この金額は保険みたいなものと考えたらいいんで

すか。この金額では何もしてくれない。ただ単にお金を払って、見といてよというだ

け。何かがあったらお金を取られるということでいいんですか。それにしては高くな

いですか。この辺はもし可能であれば一度精査をして、本当にこの金額がかかるのか

どうか見ていただければと思います。 

 同じページの下のほうになるんですけれども、下の枠のもう一つ上のほうの下から

５行目ですか、茶源郷行政情報配信システムサーバー使用料というところなんですけ

れども、これは今、各家々にタブレットというか、見るための機器を配ってらっしゃ

る、その中身が入っているサーバーというふうに考えればよろしいですか。 

○委員長（村山一彦君） 

 総務課長。 
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○総務課長（原田敏明君） 

 タブレット等をお配りさせていただいています、管理しているサーバーであるとい

うことでございますので、そのとおりでございます。 

○委員長（村山一彦君） 

 ３番、山本委員。 

○３番（山本達也君） 

 このサーバーがあるんですけれども、今配ってらっしゃるタブレット自体が何軒に

配られていてというのは多分ご存じだと思うんですけれども、本当に活用されてるか

どうかですね。そういったサーバーを立ててこの費用を発生してる中で、どれだけの

利用率があるかというのは１回調べたほうがいいのかなという気がしまして、少なく

ともこのタブレットを町のほうで配ってるということを知らない方も結構いらっしゃ

ったりしまして、これがちゃんと活用されてるかということも含めて、１回見直しを

してはどうかなという提案なんですけれども、いかがでしょうか。 

○委員長（村山一彦君） 

 総務課長。 

○総務課長（原田敏明君） 

 はい、お答えさせていただきます。 

 こちらにつきましては家庭のほうでインターネットを使用できる状況というのが必

要になってまいります。その関係もございまして、なかなか設置の利用は進んでいな

いというのが現状ではございます。 

 委員指摘のとおりですね、この制度を知らないという方もおられるかも分かりませ

んので、そちらにつきましては、また再度、広報紙等で啓発のほうをさせていただき

たいというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（村山一彦君） 

 質疑の途中ではありますが、本日の決算特別委員会はこれぐらいにとどめ、延会し
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たいと思います。 

 なお、次回の決算特別委員会は、明日２０日午前９時３０分より本議場で再開いた

しますので、参集願います。 

 本日はご苦労さまでした。 

午後 ３時４１分 延会 
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